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〉
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目
次

は
じ
め
に

一　

〈
三
島
倭
寇
〉
の
〈
三
島
〉
に
対
す
る
李
領
の
問
題
提
起

二　

〈
三
島
〉
の
初
見
に
関
す
る
李
領
説

三　

〈
松
浦
地
方
〉
に
対
す
る
李
領
説

四　

〈
三
島
〉
か
ら
対
馬
が
除
外
さ
れ
た
と
す
る
李
領
説

五　

〈
三
島
〉
を
〈
日
本
と
は
別
個
の
政
治
的
主
体
〉
と
す
る
李
領
説

六　

〈
三
島
＝
九
州
〉
と
す
る
李
領
説

お
わ
り
に

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
は
じ
め
か
ら
、
前
期
倭
寇
（
一
四
・
一
五
世
紀
の
倭
寇

（
１
）

）
の

活
動
・
発
生
原
因
・
朝
鮮
半
島
へ
の
侵
寇
頻
度
・
高
麗
お
よ
び
朝
鮮
政
府

の
対
応
・
被
害
状
況
・
倭
寇
の
構
成
員
な
ど
に
つ
い
て
学
界
の
関
心
が
集

中
し
、
関
連
研
究
が
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
て
い
る

（
２
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
最

も
重
要
な
倭
寇
の
根
拠
地
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い

な
い
と
言
え
る
。
当
該
期
、
朝
鮮
半
島
に
侵
寇
し
て
い
た
倭
寇
に
対
し
て
、

高
麗
・
朝
鮮
側
で
は
度
々
〈
三
島
倭
寇
〉
と
称
し
て
、〈
三
島
〉
を
倭
寇

の
主
な
根
拠
地
と
み
な
し
て
い
た
。
こ
の
〈
三
島
〉
に
対
し
て
、
先
行
研

究
で
は
〈
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地
方
〉
と
す
る
説

（
３
）

と
〈
対
馬
・
壱
岐
・
松

浦
地
方
・
博
多
〉
と
推
定
す
る
説

（
４
）

が
あ
る
が
、
詳
細
な
検
討
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
韓
国
で
倭
寇
研
究
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
李
領
が

二
〇
一
一
年
に
「〈
高
麗
末
・
朝
鮮
初
の
倭
寇
＝
三
島
（
対
馬
・
壱
岐
・

松
浦
）
地
域
海
民
〉
説
の
批
判
的
検
討
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、〈
三

島
倭
寇
〉
の
〈
三
島
〉
に
対
し
て
新
た
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る

（
５
）

。
李
領

の
見
解
は
、
高
麗
・
朝
鮮
政
府
の
倭
寇
対
策
・
対
応
に
関
心
を
も
っ
て
研

究
し
て
い
る
筆
者
に
は
、
大
変
衝
撃
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

李
領
の
研
究
は
、
論
文
名
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
主
に
倭
寇
の
実
体
に
つ

い
て
再
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
領
は
、
高
麗
末
・
朝
鮮
初
期
の
倭
寇

が
〈
三
島
（
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
）
地
域
の
海
民
〉
で
あ
っ
た
と
す
る
従

来
の
研
究
に
対
し
て
、
批
判
的
な
検
討
を
加
え
る
と
同
時
に
、
高
麗
・
朝

鮮
側
の
〈
三
島
〉
関
連
史
料
を
検
討
し
て
新
た
な
見
解
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
〈
三
島
＝
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地

方
〉
あ
る
い
は
〈
三
島
＝
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地
方
・
博
多
〉
と
い
う
見
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解
を
示
し
た
も
の
は
あ
る
が
、
当
該
期
の
倭
寇
を
〈
三
島
の
海
民
〉
と
限

定
し
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
李
領
は
、
朝
鮮
側
の
〈
三
島
〉
関

連
史
料
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
の
解
釈
お
よ
び
使
用
に
お
い
て

も
、
少
な
か
ら
ざ
る
問
題
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
李
領
の
見
解
を
、
⑴
〜
⒃
に
記
し
て
李
領
説
の
趣
旨
を
可

能
な
限
り
要
約
せ
ず
掲
載
し
、
各
説
に
対
し
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。
な

お
、
李
領
説
⑴
〜
⒃
の
文
末
に
〔　

〕
を
付
し
て
前
記
の
李
領
論
文
の
頁

数
を
記
す
。

一　

〈
三
島
倭
寇
〉
の
〈
三
島
〉
に
対
す
る
李
領
の
問
題
提
起

⑴　

田
村
洋
幸

（
６
）

・
田
中
健
夫

（
７
）

の
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
中
世
対
外

関
係
史
研
究
は
、「
高
麗
末
の
倭
寇
」
を
放
置
し
て
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』

に
み
え
る
朝
鮮
初
期
の
倭
寇
史
料
に
基
づ
い
た
倭
寇
像
を
も
っ
て
、
高

麗
末
ま
で
遡
及
適
用
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
既
往
研
究
の
過
ち
に

よ
っ
て
招
か
れ
た
問
題
点
の
中
の
一
つ
が
、「
高
麗
末
の
倭
寇
」
が
い

わ
ゆ
る
「
三
島
」
地
域
の
海
民
の
仕
業
で
あ
り
、
そ
の
三
島
と
は
対
馬
・

壱
岐
・
松
浦
地
方
を
指
す
と
し
た
も
の
で
あ
る
〔
四
七
四
頁
〕。

⑵　

日
本
の
代
表
的
な
歴
史
関
連
出
版
社
の
中
の
一
つ
で
あ
る
山
川
出
版

社
が
刊
行
し
た
『
詳
説
日
本
史
』
に
、「
南
北
朝
動
乱
が
続
い
て
い
た
頃
、

対
馬
・
壱
岐
・
肥
前
松
浦
地
方
の
住
民
を
中
心
と
す
る
海
賊
集
団
が
朝

鮮
半
島
と
中
国
大
陸
の
沿
岸
を
襲
撃
し
て
、
倭
寇
と
呼
ば
れ
て
恐
怖
の

対
象
に
な
っ
た
」
と
す
る
だ
け
で
、
西
洋
史
の
〈C

orsaires （
８
）〉

の
よ

う
に
当
時
の
倭
寇
を
公
権
力
と
の
関
連
の
中
か
ら
探
っ
て
み
よ
う
と
す

る
問
題
意
識
が
全
く
見
ら
れ
な
い
〔
四
八
〇
頁
〕。

⑶　

孫
承
喆

（
９
）

・
佐
伯
弘
次

）
10
（

も
や
は
り
高
麗
末
・
朝
鮮
初
に
侵
寇
し
て
き
た

倭
寇
の
実
体
を
い
わ
ゆ
る
〈
三
島
〉
す
な
わ
ち
、〈
壱
岐
・
対
馬
・
松

浦
地
方
の
海
民
〉
と
す
る
の
は
、
日
本
中
世
史
と
倭
寇
に
関
す
る
最
近

の
目
覚
ま
し
い
研
究
成
果
を
黙
殺
し
て
、
五
〇
年
が
過
ぎ
た
日
本
学
者

た
ち
の
初
歩
的
な
ミ
ス
と
植
民
史
観
に
基
づ
い
た
古
い
主
張
に
盲
従
し

た
も
の
と
言
え
る
〔
四
八
〇
・
四
八
一
頁
〕。

⑷　

〈
高
麗
末
・
朝
鮮
初
の
倭
寇
の
実
体
＝
三
島
の
海
民
〉
説
で
は
、『
高

麗
史
』
に
み
え
る
最
大
五
〇
〇
隻
に
も
の
ぼ
る
船
団
、
一
年
に
五
〇

余
ヵ
所
以
上
の
侵
寇
な
ど
の
よ
う
な
倭
寇
の
侵
寇
記
事
を
論
理
的
に
説

明
で
き
な
い
〔
四
八
二
頁
〕。

　

⑴
で
李
領
は
、
日
本
中
世
史
の
研
究
に
お
い
て
朝
鮮
初
期
の
倭
寇
関
連

史
料
に
基
づ
い
た
倭
寇
像
を
も
っ
て
高
麗
末
ま
で
遡
及
適
用
し
て
き
た
と

い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
が
、
李
領
自
身
も
二
〇
一
一
年
に
発
表
し
た

前
記
の
論
文
に
お
い
て
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
を
随
所
で
引
用
し
て
高
麗

末
・
朝
鮮
初
期
の
〈
三
島
倭
寇
〉
と
〈
三
島
〉
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い

る
。
こ
れ
は
高
麗
末
の
倭
寇
の
実
体
に
関
す
る
史
料
が
乏
し
い
と
い
う
史

料
的
制
約
を
一
五
世
紀
の
朝
鮮
側
の
史
料
を
も
っ
て
補
う
研
究
手
法
で
あ

る
の
で
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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次
に
⑵
で
は
、
西
洋
史
の
〈C

orsaires

〉
の
よ
う
に
当
該
期
の
倭
寇

を
公
権
力
と
関
連
付
け
て
検
討
し
た
研
究
が
全
く
み
ら
れ
な
い
と
し
、
⑷

に
お
い
て
も
高
麗
末
の
大
規
模
な
倭
寇
を
〈
三
島
の
海
民
〉
と
す
る
こ
と

に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

ま
ず
、
⑵
の
西
洋
史
の
〈C

orsaires

〉
を
検
討
し
て
、
当
該
期
東
ア

ジ
ア
の
沿
岸
地
域
（
時
に
は
内
陸
部
）
ま
で
出
没
し
た
倭
寇
の
研
究
に
役

立
て
よ
う
と
す
る
李
領
の
研
究
姿
勢
は
評
価
す
る
が
、
⑷
の
よ
う
な
倭
寇

の
実
体
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
西
洋
史
の
〈C

orsaires

〉
よ

り
も
当
該
期
の
倭
寇
と
公
権
力
に
対
す
る
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
そ
の
背

後
に
如
何
な
る
公
権
力
が
い
た
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
立
証
で
き
る
よ

う
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

李
領
は
、
一
九
九
九
年
頃
か
ら
〈
庚
寅
年
（
一
三
五
〇
）
以
降
の
倭
寇

の
主
体
〉、
す
な
わ
ち
主
な
構
成
員
の
背
後
に
少
弐
氏
と
い
う
公
権
力
が

い
た
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
〈
九
州
本
土
〉
に
追
求
し
て
い
る

）
11
（

。

し
か
し
当
時
、
倭
寇
に
よ
っ
て
莫
大
な
被
害
を
被
っ
て
、
そ
の
対
策
と

対
応
を
講
じ
て
い
た
高
麗
や
朝
鮮
側
か
ら
み
れ
ば
、〈
三
島
倭
寇
〉
の
〈
三

島
〉
と
〈
九
州
本
土
〉
と
で
は
、
各
々
異
な
る
意
味
を
も
つ
地
域
で
あ
っ

た
。
管
見
の
限
り
、
倭
寇
と
関
わ
り
を
も
つ
地
域
と
し
て
〈
三
島
〉
と
い

う
用
語
は
、
日
本
側
の
史
料
で
は
確
認
で
き
ず
、
た
だ
高
麗
・
朝
鮮
側
が

諸
処
の
倭
寇
の
根
拠
地
を
論
ず
る
際
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高

麗
・
朝
鮮
側
が
称
し
た
〈
三
島
〉
は
、
い
わ
ゆ
る
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
を

指
し
た
も
の
で
あ
り
、〈
三
島
倭
寇
〉
だ
け
が
倭
寇
活
動
を
働
い
て
い
た

と
い
う
認
識
は
当
時
の
高
麗
・
朝
鮮
側
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
韓
日
両
国
に
お
い
て
庚
寅
年
（
一
三
五
〇
）
以
降
、
九
州
や
博
多

の
勢
力
が
倭
寇
活
動
に
参
加
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
先
行
研
究
も
あ

る
）
12
（

。最
後
に
⑶
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
か
ら
日
本
の
研
究

者
に
よ
っ
て
、
韓
国
史
（
朝
鮮
史
）
や
韓
日
関
係
史
（
日
朝
関
係
史
）
が

主
導
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て

間
違
い
や
誤
解
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
者
が
関
連
史
料
に
即
し
て

事
実
確
認
を
し
、
正
確
に
訂
正
し
て
い
け
ば
良
い
こ
と
で
あ
る
。

二　

〈
三
島
〉
の
初
見
に
関
す
る
李
領
説

先
行
研
究
で
は
、〈
三
島
倭
寇
〉
や
〈
三
島
〉
に
対
し
て
、
い
つ
か
ら

用
い
ら
れ
た
用
語
な
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
が
な
か
っ
た
。〈
三

島
〉
の
初
見
に
つ
い
て
、
李
領
が
新
た
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
の
で
、

本
節
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
高
麗
政
府
が
〈
三
島
〉
を

い
つ
か
ら
認
識
し
て
い
た
か
併
せ
て
検
討
す
る
。

⑸　

田
中
健
夫
は
、
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地
方
を
〈
三
島
〉
と
解
し
て
、

こ
れ
ら
の
地
域
民
が
倭
寇
の
実
体
で
あ
る
、
と
す
る

）
13
（

。
と
こ
ろ
が
、
史

料
で
倭
寇
の
実
体
を
〈
三
島
〉
と
表
記
し
た
の
は
、『
定
宗
実
録
』
元

年
（
一
三
九
九
）
五
月
乙
酉
（
一
六
日
）
条
が
最
初
で
あ
る
（
後
掲



〔 54 〕

李　　　泰　勲

[
史
料
11]

）。
す
な
わ
ち
換
言
す
れ
ば
、
高
麗
時
代
に
は
〈
三
島
〉
と

い
う
用
語
が
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
は
〈
倭
寇
の
根
拠
地
＝
三
島
〉
と

い
う
認
識
が
高
麗
時
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

〔
四
八
三
・
四
八
四
頁
〕。

李
領
は
、
関
連
史
料
で
〈
三
島
〉
を
最
初
に
表
記
し
た
も
の
、
す
な
わ

ち
初
見
を
『
定
宗
実
録
』
元
年
五
月
乙
酉
条
（
後
掲
﹇
史
料
11
﹈）
と
み

な
し
、
高
麗
時
代
に
は
倭
寇
の
根
拠
地
と
し
て
〈
三
島
〉
に
対
す
る
認
識

が
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
次
の
史
料

を
検
討
し
て
み
た
い
。

﹇
史
料
１
﹈『
高
麗
史
』
巻
一
一
七
・
列
伝
三
〇
・
諸
臣
・
鄭
夢
周
伝

条（
前
略
）（
辛
禑
二
年
〈
一
三
七
六
〉
）
時
倭
寇
充
斥
、
浜
海
州
郡
、

蕭
然
一
空
、
国
家
患
之
、
①
嘗
遣
羅
興
儒
使
覇〔

博

多

〕

家
臺
説
和
親
、
其
主

将
拘
囚
、
興
儒
幾
餓
死
、
僅
得
生
還
、（
辛
禑
）
三
年
、
②
権
臣
嗛

前
事
、
挙
夢
周
報
聘
于
覇
家
臺
請
禁
賊
、
人
皆
危
之
、
夢
周
略
無
難

色
、（
中
略
）
及
帰
、
③
与
九
州
節
度
使
所
遣
周
孟
仁
偕
来
、
且
刷

還
俘
尹
明
・
安
遇
世
等
数
百
人
、
④
且
禁
三
島
侵
掠
、
倭
人
久
称
慕

不
已
、（
後
略
）

李
領
は
註
で
、
傍
線
部
④
の
（
鄭
夢
周
が
）「
三
島
の
侵
略
を
禁
じ
た
」

と
い
う
記
録
は
朝
鮮
の
世
宗
時
代
に
『
高
麗
史
』
を
編
纂
す
る
過
程
で
、

使
用
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
か
ら
、〈
三
島
〉
が
高
麗
時
代
か
ら
用
い
ら
れ

た
用
語
と
し
て
認
め
難
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る

）
14
（

。
確
か
に
『
高

麗
史
』
は
、
金
宗
瑞
・
鄭
麟
趾
ら
に
よ
っ
て
、
文
宗
元
年
（
一
四
五
一
）

に
撰
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
朝
鮮
の
太
祖
即
位
年

（
一
三
九
二
）
一
〇
月
に
太
祖
が
、
趙
浚
・
鄭
道
伝
・
鄭
摠
・
朴
宜
中
・

尹
紹
宗
ら
に
前
朝
史
（
高
麗
史
）
を
編
纂
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

）
15
（

。
そ

の
後
も
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
は
、『
高
麗
史
』
の
編
纂
に
関
す
る
記
録

が
散
見
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
世
宗
代
の
晩
年
か
ら
本
格
的
に
編
纂
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
『
高
麗
史
』
の
編
纂
に
際
し
て
は
、
高
麗
時
代
に
記

録
し
た
諸
記
録
を
活
用
し
た
は
ず
で
あ
り
、
特
に
高
麗
末
期
の
倭
寇
問
題

は
、
高
麗
政
府
に
と
っ
て
国
防
上
・
対
日
外
交
上
、
最
も
重
要
な
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
関
し
て
曖
昧
な
記
録
を
残
し
た
と
は
考
え
難

い
。
さ
ら
に[

史
料
１]

の
記
録
は
、『
高
麗
史
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
羅

興
儒
や
鄭
夢
周
の
日
本
使
行
関
連
記
事
と
照
合
し
て
み
て
も
、
何
ら
疑
う

余
地
の
な
い
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
傍
線
部
①
の
羅
興
儒
を
辛
禑
元
年
（
一
三
七
五
）
二
月
、
日

本
に
派
遣
し
て
お
り

）
16
（

、
日
本
側
か
ら
諜
者
と
疑
わ
れ
、
投
獄
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
高
麗
出
身
の
僧
侶
良
柔
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、
辛
う
じ
て
釈
放

さ
れ
た
こ
と
が
『
高
麗
史
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る

）
17
（

。
さ
ら
に
傍
線
部
②
の

鄭
夢
周
の
日
本
使
行
に
つ
い
て
も
、
禑
王
三
年
（
一
三
七
七
）
九
月
に
禁
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賊
要
請
を
す
る
た
め
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

）
18
（

、
傍
線
部

③
に
つ
い
て
は
、
翌
四
年
（
一
三
七
八
）
七
月
に
九
州
探
題
今
川
了
俊
の

使
者
で
あ
る
周
孟
仁
と
と
も
に
帰
国
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る

）
19
（

。

　

し
た
が
っ
て
﹇
史
料
１
﹈
は
、
同
時
代
の
事
実
に
基
づ
く
記
録
で
あ

り
、〈
三
島
〉
も
や
は
り
高
麗
の
禑
王
三
年
（
一
三
七
七
）
頃
か
ら
す
で

に
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
し
て
高
麗
政
府
が
認
識
し
て
い
た
地
域
を
称
す

る
際
に
用
い
た
用
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
歳
月
が
し
ば
ら
く

経
っ
た
後
に
編
纂
さ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、『
高
麗
史
』
に
見
え
る
〈
三
島
〉

が
疎
外
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

⑹　

「
三
島
倭
寇
」
と
い
う
用
語
が
最
初
に
見
え
る
の
が
、『
定
宗
実
録
』

元
年
（
一
三
九
九
）
五
月
乙
酉
（
一
六
日
）
条
（
後
掲
﹇
史
料
11
﹈
）

で
あ
る
が
、『
海
東
諸
国
紀
』
は
成
宗
二
年
（
一
四
七
一
）
に
完
成
さ

れ
た
と
い
う
事
実
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
七
〇
余
年

の
時
間
的
隔
た
り
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
宗
元
年
当
時
の

「
三
島
」
が
『
海
東
諸
国
紀
』
の
「
前
朝
之
季
、
寇
我
辺
者
、
松
浦
与

一
〔
壱
〕

岐
・
対
馬
島
之
人
、
率
多
」
と
い
う
記
事
に
基
づ
い
た
も
の
と
断
定

す
る
に
は
慎
重
を
要
す
る
〔
四
八
五
頁
〕。

確
か
に
李
領
の
見
解
の
よ
う
に
、
定
宗
元
年
（
一
三
九
九
）
か
ら
『
海

東
諸
国
紀
』
の
成
立
ま
で
は
長
い
歳
月
が
経
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
意

す
べ
き
点
は
、『
海
東
諸
国
紀
』
に
「
前
朝
の
季
」
す
な
わ
ち
〈
高
麗
末
〉

と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、『
海
東
諸
国
紀
』
の
成
立
時
期
と
は
関

係
な
い
（
後
掲
﹇
史
料
２
﹈
参
照
）。

付
け
加
え
れ
ば
、『
海
東
諸
国
紀
』
の
各
項
目
の
記
録
は
、
成
宗
二
年

（
一
四
七
一
）
に
国
王
成
宗
の
命
を
受
け
て
申
叔
舟
が
編
ん
だ
も
の
で
あ

る
が
、
大
部
分
の
記
載
内
容
は
そ
の
当
時
に
は
じ
め
か
ら
書
き
著
し
た
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
成
宗
は
、
日
本
使
行
経
験
を

も
ち
、
長
ら
く
外
交
に
た
ず
さ
わ
り
、
政
府
要
職
を
歴
任
し
た
申
叔
舟
が

適
任
者
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
任
に
あ
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
申
叔
舟
は
そ
れ
ま
で
関
連
官
庁
で
保
管
し
て
い
た
日
本
・
琉
球

関
係
資
料
を
集
成
し
て
、『
海
東
諸
国
紀
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、『
海
東
諸
国
紀
』
の
成
立
が
一
四
七
一
年
で
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
、
そ
の
記
載
内
容
が
当
該
年
時
点
に
お
け
る
朝
鮮
側
の
認
識
に
基
づ
く

も
の
と
解
す
る
必
要
は
な
い
。

例
え
ば
、
中
村
栄
孝
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
太
宗
初
年
か
ら
「
倭
人
の

朝
鮮
渡
航
者
」
に
対
す
る
統
制
策
が
と
ら
れ
て
お
り

）
20
（

、
世
宗
時
代
（
治
世

一
四
一
八
〜
五
〇
年
）
に
は
、
対
馬
を
含
む
日
朝
間
の
外
交
交
渉
に
よ
り
、

朝
鮮
通
交
上
の
諸
制
度
が
多
く
制
定
さ
れ
た

）
21
（

。『
海
東
諸
国
紀
』
の
「
諸
州
」

お
よ
び
「
朝
聘
応
接
紀
」
に
あ
る
倭
人
接
待
に
関
す
る
諸
制
度
と
同
じ
内

容
（
事
柄
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
詳
細
な
内
容
）
が
、『
世
宗
実
録
』
に
散

見
さ
れ
る
よ
う
に
、『
海
東
諸
国
紀
』
の
大
部
分
の
記
載
内
容
は
そ
の
成

立
時
点
か
ら
か
な
り
遡
っ
た
時
期
の
朝
鮮
側
の
認
識
や
事
実
に
基
づ
い
て

い
る
。
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三　

〈
松
浦
地
方
〉
に
対
す
る
李
領
説

松
浦
地
方
（
あ
る
い
は
松
浦
郡
）
は
、
現
在
の
佐
賀
県
唐
津
市
を
中
心

と
す
る
末
盧
国
の
所
在
か
ら
次
第
に
九
州
北
部
一
帯
の
平
戸
・
五
島
ま
で

を
含
む
広
い
地
域
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る

）
22
（

。
従
来
の
研
究
で

は
、
こ
の
〈
松
浦
地
方
〉
も
〈
三
島
〉
の
一
ヵ
所
と
し
て
言
わ
れ
て
い
た

が
、
李
領
が
同
地
域
に
対
し
て
新
た
な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
、
本
節

で
検
討
す
る
。

⑺　

「
三
島
」
は
対
馬
・
壱
岐
の
両
島
に
松
浦
地
方
を
加
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
松
浦
地
方
は
〈
島
〉
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
松
浦
地
方
が
〈
三
島
〉
に
含
ま
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、〈
三
島
〉
は
三
ヵ
所
の
島
と
い
う
意
味
で
使
用
し
た
と
言
え
な

い
。﹇
史
料
２
﹈
に
、「
高
麗
末
に
倭
寇
を
働
い
た
者
の
中
に
松
浦
・
壱

岐
・
対
馬
の
人
々
が
多
い
」
と
あ
る
の
み
で
、「
こ
れ
ら
の
地
域
の
人
々

だ
け
が
倭
寇
行
為
を
し
た
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
﹇
史

料
２
﹈
で
は
、
上
・
下
松
浦
地
方
を
島
と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
。
同

じ
肥
前
州
に
属
し
た
「
五
島
」
と
は
異
な
り
、
島
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
仮
に
「
三
島
」
が
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地
方
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
松
浦
は
上
松
浦
と
下
松
浦
に
分
か
れ
て
い
る

の
で
、「
三
島
」
で
は
な
く
、「
四
島
」
に
な
り
得
る
〔
四
八
四
頁
〕。

﹇
史
料
２
﹈『
海
東
諸
国
紀
』「
日
本
国
紀　

肥
前
州
」
条

（
前
略
）
①
州
有
上
・
下
松
浦
、
海
賊
所
処
、
②
前
朝
之
季
、
寇
我

辺
者
、
松
浦
与
一

〔
壱
〕

岐
・
対
馬
島
之
人
、
率
多
、（
後
略
）

李
領
は
「
松
浦
は
上
松
浦
と
下
松
浦
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
〈
三
島
〉

で
は
な
く
、〈
四
島
〉
に
な
り
得
る
」
と
言
い
、〈
松
浦
〉
を
〈
三
島
〉
に

含
む
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
李
領
自
身
も
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
﹇
史
料
２
﹈
の
傍
線

部
①
に
「
上
・
下
松
浦
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
く
傍
線
部
②
に
お
い

て
「
松
浦
」
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
①
の
ど
ち
ら
か
の
一

方
を
指
す
と
か
、
両
地
を
分
け
て
み
な
し
て
い
る
と
か
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
ま
た
、
日
本
で
は
一
般
的
に
〈
松
浦
〉
と
言
え
ば
、〈
上
松

浦
と
下
松
浦
〉
を
あ
わ
せ
た
地
域
を
い
う
の
で
、
傍
線
部
②
に
見
え
る
〈
松

浦
〉
を
あ
え
て
〈
上
松
浦
と
下
松
浦
〉
に
分
け
て
〈
四
島
〉
に
考
え
る
必

要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
史
料
を
も
っ
て
、
朝
鮮
政
府
や
倭
寇
に
関
す
る
先
行
研
究

に
お
い
て
、「
こ
れ
ら
の
地
域
の
人
々
だ
け
が
倭
寇
行
為
を
し
た
」
と
い

う
認
識
や
研
究
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
註
（
12
）
の
先
行

研
究
で
は
、
九
州
や
博
多
の
勢
力
が
当
時
、
倭
寇
活
動
に
参
加
し
た
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

次
に
、
李
領
は
〈
松
浦
地
方
〉
が
〈
島
〉
で
は
な
い
と
み
な
し
、﹇
史

料
２
﹈
で
も
〈
島
〉
と
い
う
認
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
見



〔 57 〕

〈三島倭寇〉の〈三島〉に対する李領説の再検討

解
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、〈
松
浦
地
方
〉
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
認
識
に
つ
い
て
、
次

の
史
料
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

﹇
史
料
３
﹈『
海
東
諸
国
紀
』「
日
本
国
紀　

肥
前
州　

源
納
」
条

乙
亥
年
遣
使
来
朝
、
書
称
肥
前
州
上
松
浦
波
多
島
源
納
、
受
図
書
、

約
歳
遣
一
・
二
船
、
小

〔
少
弐
〕二

殿
管
下
、
居
波
多
島
、
人
丁
不
過
十
余
、

﹇
史
料
４
﹈『
海
東
諸
国
紀
』「
日
本
国
紀　

肥
前
州　

藤
源
次
郎
」
条

丙
子
年
遣
使
来
朝
、
書
称
肥
前
州
上
松
浦
九
沙
島
主
藤
源
次
郎
、
約

歳
遣
一
船
、

　

ま
ず
、﹇
史
料
３
﹈
の
源
納
は
、
乙
亥
年
（
世
祖
元
・
一
四
五
五
）
に

使
者
を
朝
鮮
に
派
遣
し
て
、
そ
の
際
の
書
に
「
肥
前
州
上
松
浦
波
多
島
源

納
」
と
称
し
て
お
り
、
ま
た
波
多
島
に
居
す
る
、
と
あ
る
。

　

次
に
﹇
史
料
４
﹈
の
藤
源
次
郎
は
、
丙
子
年
（
世
祖
二
・
一
四
五
六
）

に
使
者
を
朝
鮮
に
派
遣
し
て
、
そ
の
際
の
書
に
「
上
松
浦
九
沙
島
主
藤
源

次
郎
」
と
称
し
た
、
と
あ
る

）
23
（

。

　

こ
れ
は
朝
鮮
側
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
源
納
と
藤
源
次
郎
各
自
が
自
身

の
根
拠
地
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

参
考
と
し
て
【
表
１
】
は
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
見
え
る
一
五
・
一
六

世
紀
の
〈
博
多
〉
を
あ
ら
わ
し
た
表
記
の
中
に
、〈
博
多
島
〉
と
記
さ
れ

て
い
る
記
録
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

【表１】『朝鮮王朝実録』に見える15・16世紀の〈博多島〉
№ 王　代 典　　　　拠 〈博多〉の表記例

１ 世　宗 25年（1443）８月庚寅（８日）
遣奏聞使工曹参判鄭苯如京師、其奏

本曰･･････、花加島等地、

２ 29年（1447）５月丙辰（26日）
礼曹啓、宗金帯来唐人観音保言、本

住金山衛、年十四、被擄到花加島、

３ 30年（1448）３月丁酉（12日）
（大内殿使）倭答曰･･････、今聞吾

郷博多島、

４ 31年（1449）９月丙申（19日）
遣 漢 城 府 尹 金 何、 如 京 謝 勑 諭

･･････、其奏曰･･････、花加等諸島、

５ 世　祖 ５年（1459）４月己未（８日）
上答曰･･････、対馬・一歧・覇家臺

等三島倭人、

６ 燕山君 ３年（1497）正月己酉（７日）
礼曹啓、倭僧雪明供云･･････、博多

島人、

７ 中　宗 ５年（1510）８月丁未（24日）倭人平時羅供曰･･････、博多等島、

８ 19年（1524）９月癸亥（２日）
（大内殿使臣）仁叔西堂等言･･････、

博多島、

９ 　 20年（1525）９月辛酉（５日）
礼曹判書許硡・参議金楊震啓曰

･･････、博多島、

＊№1・2・4の「花加島」「花加」は、№2の史料に「（博多の商人）宗金が帯来」
したとあるので、「博多」を朝鮮音であらわしていることがわかる。
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【
表
１
】
の
№
２
・
３
・
６
・
７
・
８
は
、（
倭
寇
の
）
捕
虜
と
な
り
日
本

に
連
行
さ
れ
た
が
、
逃
れ
て
朝
鮮
に
来
た
中
国
人
お
よ
び
朝
鮮
通
交
倭
人

の
発
言
に
よ
る
も
の
で
、
彼
ら
が
博
多
滞
在
中
に
す
で
に
用
い
て
い
た

〈
博
多
島
〉
と
い
う
表
現
に
対
し
て
、
№
１
・
４
・
９
で
は
朝
鮮
側
が
そ
れ

を
〈
博
多
島
〉
と
言
っ
て
い
る
も
の
で
、
当
該
期
〈
博
多
〉
さ
え
も
〈
博

多
島
〉
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
り
わ
け
№
５
で
は
、
国
王
世
祖
が
三
島
の
一
つ
と
し
て
「
覇〔

博

多

〕

家
臺

等
三
島
」
と
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
興
味
深
い
。
な
お
「
島
」
は
、
一

般
に
周
囲
を
水
で
囲
ま
れ
た
陸
地
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
水
流
に
臨
ん
で
い
る
陸
地
や
集
落
・
村
落
の
意
と
し
て
も
用
い

ら
れ
、
ま
た
一
般
社
会
と
区
別
し
て
限
ら
れ
た
地
域
も
「
島
」
と
し
て
表

現
さ
れ
る
と
い
う

）
24
（

。

し
た
が
っ
て
、〈
松
浦
地
方
〉
か
ら
朝
鮮
へ
渡
航
し
た
日
本
人
通
交
者

が
称
し
て
お
り
、
そ
れ
を
朝
鮮
側
も
そ
の
ま
ま
『
海
東
諸
国
紀
』
に
記
載

し
て
い
る
の
で
、
当
該
期
に
朝
鮮
側
の
〈
松
浦
＝
島
〉
と
い
う
認
識
形
成

に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
影
響
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
、
朝
鮮
側
の
史
料
に
は
〈
松
浦
〉

あ
る
い
は
〈
上
・
下
松
浦
〉
を
、
積
極
的
に
〈（
上
・
下
）
松
浦
島
〉
と

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
高
麗
末
か
ら
日
本
人
通
交
者

が
も
た
ら
し
た
情
報
と
高
麗
・
朝
鮮
側
の
使
節
が
日
本
に
渡
航
す
る
際
、

実
際
に
体
験
し
た
肥
前
州
の
沿
岸
地
帯
、
す
な
わ
ち
〈
松
浦
地
方
〉
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
差
異
が
あ
っ
た
の
で
、﹇
史
料
３
・
４
﹈
の
よ
う
な

情
報
を
入
手
し
て
も
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
〈
三
島
〉
に
関
連
す
る
記

録
に
は
積
極
的
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑻　

『
宣
祖
実
録
』
三
三
年
（
一
六
〇
〇
）
正
月
癸
酉
（
二
八
日
）
条
に
、「
平

時
に
我
が
辺
境
を
掠
奪
す
る
零
賊
の
大
半
は
こ
の
島
に
居
す
る
人
々
」

で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
五
島
も
ま
た
倭
寇
の
拠
点
の
内
の
一
ヵ
所
で

あ
っ
た
。「
五
島
」
を
上
松
浦
と
下
松
浦
と
は
別
に
記
載
し
て
い
る
こ

と
か
ら
見
て
、
五
島
は
肥
前
州
に
は
属
す
る
が
、
松
浦
地
方
に
は
含
ま

れ
な
い
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
従
来
の
学
説
の
定
義
の
よ
う
に
三
島

に
五
島
が
含
ま
れ
な
い
と
い
う
の
も
理
解
し
難
い
が
、
も
し
五
島
が
含

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
算
術
的
に
数
え
て
二
島
に
五
島
を
加
え
た
「
七

島
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
〔
四
八
四
・
四
八
五
頁
〕。

ま
ず
、
李
領
は
従
来
の
学
説
で
〈
三
島
〉
に
五
島
が
含
ま
れ
な
い
と
い

う
が
、〈
五
島
〉
は
〈
下
松
浦
〉
に
属
す
る
所
な
の
で
、
あ
え
て
〈
五
島
〉

と
言
わ
な
く
て
も
〈
下
松
浦
〉
に
含
ま
れ
て
い
る
。

李
領
が
根
拠
に
す
る
『
宣
祖
実
録
』
の
記
事
を
検
討
し
て
み
る
と
、
左

議
政
李
恒
福
の
箚
子
（
上
奏
文
）
に
は
庚
寅
年
（
宣
祖
二
三
・
一
五
九
〇
）

以
降
の
五
島
の
倭
寇
、
そ
し
て
五
島
か
ら
帰
国
し
た
被
虜
朝
鮮
人
金
大
璣

•

孔
太
元
ら
の
発
言
に
よ
っ
て
、
五
島
の
自
然
環
境
お
よ
び
人
戸
数
を
あ

る
程
度
把
握
し
て
お
り
、
ま
た
朝
鮮
の
辺
境
を
侵
寇
し
て
掠
奪
行
為
を
働

く
倭
寇
の
大
半
が
五
島
の
人
々
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

）
25
（

。



〔 59 〕

〈三島倭寇〉の〈三島〉に対する李領説の再検討

し
か
し
な
が
ら
、『
宣
祖
実
録
』
に
み
え
る
〈
五
島
〉
は
、
い
わ
ゆ
る

後
期
倭
寇
（
一
六
世
紀
の
倭
寇
）
の
根
拠
地
と
み
な
さ
れ
て
い
た
地
域
で

あ
り
、
李
領
が
問
題
視
し
て
い
る
〈
三
島
〉
は
、
前
期
倭
寇
（
一
四
・
一
五

世
紀
の
倭
寇
）
の
主
な
根
拠
地
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
六
世
紀
末
頃
に
朝
鮮
側
で
〈
五
島
〉
に
注
目
し
て
い
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
前
期
と
後
期
の
倭
寇
の
根
拠
地
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

次
か
ら
取
り
上
げ
る
李
領
説
⑼
〜
⒂
は
、
本
稿
で
再
検
討
し
て
い
る
李

領
論
文
「
第
３
章　

三
島
の
用
例
」
に
お
い
て
、〈
三
島
〉
の
用
例
を
も
っ

て
、
あ
た
か
も
当
時
、〈
三
島
〉
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
認
識
に
変
遷
が
あ
っ

た
か
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
み
る
。

⑼　

﹇
史
料
５
﹈
に
よ
れ
ば
、
庚
辰
年
（
一
四
〇
〇
）
当
時
に
は
、「
三
島
」

は
対
馬
と
壱
岐
の
「
二
島
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
〈
三
島
〉

と
言
っ
て
も
必
ず
〈
三
ヵ
所
の
島
〉
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
こ
と
が

わ
か
る
〔
四
八
五
・
四
八
六
頁
〕。

﹇
史
料
５
﹈『
世
宗
実
録
』
二
七
年
（
一
四
四
五
）
二
月
丁
卯
（
二
三

日
）
条

同
知
中
枢
院
事
李
藝
卒
、(

中
略)

初
、
藝
八
歳
、
母
為
倭
所
虜
、
①

歳
庚
辰
、
請
于
朝
、
随
回
礼
使
尹
銘
入
日
本
三
島
、
覓
母
家
捜
戸
索
、

卒
不
得
、
②
初
、
至
対
馬
島
、
島
主
霊
鑑
以
事
拘
銘
不
遣
、
藝
代
受

礼
物
、
③
遂
通
于
一
岐
島
志
佐
殿
、
請
還
俘
虜
、
且
禁
賊
、
④
辛
巳

冬
、
齎
礼
物
入
一
岐
、
至
対
馬
、
適
霊
鑑
見
竄
、
島
中
乱
、
失
所
乗

船
、
竟
達
一
岐
、
刷
得
被
虜
五
十
人
、
借
倭
羅
君
船
載
還
、
以
功
授

左
軍
副
司
直
、
給
羅
君
米
三
百
石
、
⑤
自
是
至
于
庚
寅
十
年
之
間
、 

歳
為
通
信
使
、
往
返
三
島
、
刷
還
被
虜
五
百
余
人
、（
後
略
）

こ
の
記
事
は
李
藝
の
卒
伝
で
あ
り
、
彼
の
生
涯
の
主
な
出
来
事
や
官

爵
、
そ
し
て
日
本
使
行
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
傍
線
部
①
の
よ
う

に
庚
辰
年
（
定
宗
二
・
一
四
〇
〇
）
に
日
本
回
礼
使
尹
銘
の
一
行
と
し
て
、

母
を
探
す
た
め
に
日
本
の
三
島
に
入
っ
て
、
②
③
で
は
対
馬
と
壱
岐
に

行
っ
た
と
あ
り
、
④
で
は
辛
巳
年
（
太
宗
元
・
一
四
〇
一
）
の
冬
に
礼
物

を
も
っ
て
、
対
馬
と
壱
岐
に
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
傍
線

部
⑤
で
は
、
こ
の
時
か
ら
庚
寅
年
（
太
宗
一
〇
・
一
四
一
〇
）
ま
で
一
〇

年
間
、
年
ご
と
に
通
信
使
と
な
り
、
三
島
に
往
来
し
な
が
ら
被
虜
五
百
余

名
を
朝
鮮
へ
連
れ
戻
し
た
と
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
〈
対
馬
と
壱
岐
〉
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ

て
、
即
〈
三
島
＝
対
馬
・
壱
岐
〉
と
解
す
る
の
は
、
性
急
な
判
断
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
李
領
自
身
も
﹇
史
料
６
﹈
を
引
用
し
て
、「
壱
岐
、
上
松
浦
・

下
松
浦
を
〈
三
島
〉
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
も
言
っ
て
い
る

よ
う
に
（
後
掲
李
領
説
⑽
）、
関
連
史
料
に
〈
三
島
〉
と
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
必
ず
し
も
〈
三
つ
の
地
域
〉
を
同
時
に
記
載
す
る
必
要
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、﹇
史
料
５
﹈
に
は
〈
三
島
〉
の
う
ち
、
李
藝
が
実
際
に
訪
れ
た

地
域
だ
け
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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四　

〈
三
島
〉
か
ら
対
馬
が
除
外
さ
れ
た
と
す
る
李
領
説

李
領
は
、
高
麗
・
朝
鮮
政
府
が
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
み
な
し
て
い
た

〈
三
島
〉
か
ら
対
馬
が
除
外
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
節
で
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
。

⑽　

﹇
史
料
６
﹈
に
よ
れ
ば
、﹇
史
料
11
﹈
の
庚
辰
年
（
一
四
〇
〇
）
か
ら

四
〇
余
年
が
過
ぎ
た
こ
の
時
点
に
、
対
馬
は
「
三
島
」
か
ら
除
外
さ
れ
、

壱
岐
、
上
松
浦
・
下
松
浦
を
「
三
島
」
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
し
か
し
）
上
松
浦
・
下
松
浦
は
島
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
も
「
三
島
」
は
「
三
ヵ
所
の
島
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
「
三
島
の
人
及
び
博
多
人
が
云
う
」
と
あ

る
よ
う
に
、
三
島
は
博
多
と
も
区
別
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
相
対
的
な

概
念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
〔
四
八
六
・
四
八
七
頁
〕。

﹇
史
料
６
﹈『
世
宗
実
録
』
二
八
年
（
一
四
四
六
）
九
月
甲
戌
（
九
日
）

条上
護
軍
尹
仁
甫
上
書
曰
、
①
臣
奉
使
、
嘗
至
対
馬
島
、
酋
長
宗
貞
盛

及
部
民
皆
曰
、
衣
食
専
蒙
上
德
、
身
在
日
本
之
地
、
而
心
与
貴
国
之

民
無
異
也
、
挙
島
之
人
、
争
持
魚
酒
来
慰
、
其
感
上
德
至
矣
、
博
多

人
心
亦
然
、
一

〔
壱
〕

歧
及
上
・
下
松
浦
等
処
、
亦
多
向
慕
之
人
、（
中
略
）

上
松
浦
鴨
打
・
呼
子
等
於
被
虜
人
及
賊
人
刷
出
之
時
、
不
無
功
焉
、

亦
不
可
無
恩
命
也
、
②
一
歧
及
上
・
下
松
浦
、
皆
盜
賊
淵
数

〔
藪
〕

、
③
因

其
向
慕
之
時
、
加
之
以
恩
、
使
之
心
誠
歸
附
、
実
為
便
益
、
④
況
沿

海
各
浦
船
軍
、
安
枕
無
事
、
自
今
隔
三
四
年
、
各
処
酋
長
処
、
因
事

遣
使
撫
綏
之
、
則
船
軍
亦
自
然
慣
熟
矣
、（
中
略
）
⑤
三
島
之
人
及

博
多
人
云
、
朝
鮮
国
被
虜
人
在
琉
球
国
、
而
欲
還
本
土
者
多
矣
、（
中

略
）
⑥
又
日
本
三
島
之
人
、
不
事
農
業
、
以
盜
竊
為
生
、
乍
服
乍
叛

者
多
、
今
雖
無
事
、
亦
不
可
不
慮
、
自
今
預
択
朝
臣
文
武
兼
全
二
三

人
、
或
遣
使
彼
土
、
或
接
待
彼
人
、
常
令
審
其
人
心
、
察
其
険
夷
、

専
管
其
事
、
下
政
府
・
礼
僧
同
議
、（
中
略
）
礼
曹
判
書
鄭
麟
趾
・

参
判
許
詡
曰
、
⑦
高
麗
之
季
、
三
島
倭
奴
作
耗
之
患
、
不
可
勝
言
、

至
我
朝
始
め
帰
附
、（
後
略
）

こ
の
史
料
の
あ
ら
ま
し
は
、
使
臣
と
し
て
数
回
に
わ
た
っ
て
日
本
に
派

遣
さ
れ
た
経
験
を
も
つ
尹
仁
甫
が
上
書
し
て
、
賊
が
寄
り
集
ま
る
壱
岐
お

よ
び
上
・
下
松
浦
地
方
の
酋
長
に
恩
典
を
加
え
、
そ
の
間
に
朝
鮮
の
水
軍

を
鍛
錬
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
提
案
を
国
王
世

宗
は
、
議
政
府
と
礼
曹
に
審
議
さ
せ
て
い
る
。

も
う
少
し
具
体
的
に
み
る
と
、
傍
線
部
①
に
対
馬
島
主
宗
氏
を
は
じ
め

島
内
の
人
々
が
朝
鮮
の
恩
恵
に
よ
り
衣
食
を
解
決
し
て
お
り
、
身
体
は
日

本
に
い
る
が
、
心
は
朝
鮮
の
民
と
異
な
ら
な
い
、
と
い
う
部
分
は
そ
れ
だ

け
朝
鮮
政
府
が
対
馬
に
対
し
て
厚
待
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

次
に
傍
線
部
②
で
は
、
壱
岐
お
よ
び
上
・
下
の
松
浦
地
方
は
盜
賊
の
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「
淵
藪
」、
す
な
わ
ち
倭
寇
の
「
寄
り
集
ま
る
と
こ
ろ
」
で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
だ
け
が
倭
寇
の
根
拠
地
で
あ
る
と
は
解
釈

で
き
な
い
。
ま
た
傍
線
部
⑤
で
は
、
李
領
も
言
及
す
る
よ
う
に
「
三
島
の

人
お
よ
び
博
多
人
が
云
う
」
と
あ
る
部
分
は
、
三
島
の
人
と
博
多
の
人
を

区
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
傍
線
部
③
を
み
る
と
、
こ
れ
ら

の
地
域
の
人
々
が
心
か
ら
慕
っ
て
く
る
時
に
（
朝
鮮
が
）
恩
を
加
え
て
、

彼
ら
に
誠
心
帰
附
さ
せ
る
の
が
実
に
よ
ろ
し
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
傍
線
部
④
の
よ
う
に
、
沿
海
各
浦
の
船
軍
が
事
無
く
し
て

安
眠
で
き
、
今
か
ら
三
・
四
年
に
わ
た
っ
て
各
処
の
酋
長
の
処
に
使
い
を

派
遣
し
て
撫
綏
す
れ
ば
、（
そ
の
間
に
）
船
軍
も
ま
た
自
然
に
鍛
錬
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
、
と
あ
る
。

ま
た
、
傍
線
部
⑤
の
「
三
島
之
人
及
博
多
人
」
と
⑥
の
「
日
本
三
島
の

人
は
農
業
を
事
と
せ
ず
、
盗
賊
行
為
を
も
っ
て
生
業
と
為
す
」
と
い
う
の

が
、
⑦
の
「
高
麗
之
季
、
三
島
倭
奴
作
耗
之
患
、
不
可
勝
言
」
の
〈
三
島
〉

と
同
一
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に[

史
料
２]

の
傍
線
部
②

に
「
前
朝
之
季
、
寇
我
辺
者
、
松
浦
与
一

〔
壱
〕

岐
・
対
馬
島
之
人
、
率
多
」
と

い
う
記
録
を
併
せ
て
検
討
す
る
と
、
や
は
り
〈
三
島
〉
は
〈
対
馬
・
壱
岐
・

松
浦
地
方
〉
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
高
麗
末
か
ら
〈
三
島
〉
は
、
博
多
を
除
く
倭
寇
の
根
拠
地

と
し
て
朝
鮮
政
府
が
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、﹇
史
料
６
﹈
の
傍
線
部
②
に
お
い
て
、
対
馬
が
な
ぜ
除
外
さ

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
対
馬
の
場
合
は
、
世
宗

二
五
年
（
一
四
四
三
）
に
朝
鮮
と
の
間
に
「
癸
亥
約
条
」
が
結
ば
れ
て
お

り
）
26
（

、
毎
年
五
〇
隻
の
歳
遣
船
定
約
を
は
じ
め
、
朝
鮮
が
対
馬
に
対
し
て
は

他
の
地
域
に
は
例
を
見
な
い
破
格
的
な
待
遇
を
し
て
い
た
た
め
、
傍
線
部

②
③
の
よ
う
に
、
対
馬
以
外
の
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
に
対
す
る
朝
鮮
政
府

と
し
て
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
傍
線
部
④
の
よ
う
に
船
軍
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
三
・
四
年

に
わ
た
っ
て
各
処
の
酋
長
を
撫
綏
す
れ
ば
、
そ
の
間
に
船
軍
を
さ
ら
に
強

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
尹
仁
甫
上
疏
の
核
心
内
容
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
傍
線
部
②
に
「
壱
岐
及
上
・
下
松
浦
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
の
は
、
こ
の
地
域
を
撫
綏
の
対
象
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
対
馬

が
〈
三
島
〉
か
ら
除
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
上
疏
し
て
い
る
尹
仁
甫
は
、
世
宗
二
年
（
一
四
二
〇
）
閏
正
月

に
通
事
（
訳
官
）
と
し
て
日
本
回
礼
使
宋
希
璟
一
行
に
同
行
し
て
お
り

）
27
（

、

世
宗
二
一
年
（
一
四
三
九
）
七
月
に
は
通
信
使
高
得
宗
一
行
の
副
使
と
し

て
）
28
（

、
世
宗
二
五
年
（
一
四
四
三
）
二
月
に
は
通
信
使
卞
孝
文
一
行
の
副
使

と
し
て
日
本
使
行
を
行
っ
て
い
る

）
29
（

。
ま
さ
に
当
該
期
、
朝
鮮
に
お
け
る
日

本
通
と
言
え
る
人
物
で
あ
る
。

⑾　

﹇
史
料
７
﹈
に
「
対
馬
、
三
島
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
は
確
実
に
「
対
馬
」
を
「
三
島
」
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
こ
で
特

に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
﹇
史
料
７
﹈
の
発
言
者
が
す
な
わ
ち
『
海
東
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諸
国
紀
』
の
著
者
で
あ
る
申
叔
舟
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
発
言
時
点
が
『
海

東
諸
国
紀
』
が
完
成
さ
れ
た
一
四
七
一
年
の
す
ぐ
翌
年
の
一
四
七
二
年

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
失
言
し
た
可
能
性

は
皆
無
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
対
馬
は
、
明
確
に
〈
三
島
〉
に

属
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。『
海
東
諸
国
紀
』
を
完
成
し
た
当
時
、

申
叔
舟
は
決
し
て
「
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
」
を
「
三
島
」
と
い
う
意
味

で
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〔
四
八
七
・
四
八
八

頁
〕。

﹇
史
料
７
﹈『
成
宗
実
録
』
三
年
（
一
四
七
二
）
一
〇
月
丁
亥
（
二
四

日
）
条

領
議
政
申
叔
舟
啓
曰
、
前
此
、
倭
人
往
来
有
定
数
、
而
又
有
数
外
出

来
者
、
今
年
則
島
主
所
送
、
不
満
五
十
隻
、
諸
島
使
船
亦
然
、
意
者
、

対
馬
三
島
因
復
小
二
殿
、
従
戎
於
博
多
之
間
、
故
不
来
歟
、
前
此
貞

国
特
送
使
船
未
及
帰
報
、
故
不
来
歟
、
抑
博
多
富
饒
、
故
就
食
於
彼

而
不
来
歟
、
邇
来
、
倭
人
自
相
攻
伐
、
兵
革
之
際
、
必
有
敗
績
者
、

若
奔
走
渙
散
、
困
於
飢
渴
、
則
鼠
竊
狗
偸
、
出
没
我
辺
陲
、
未
可
知

也
、
不
可
不
為
之
備
、（
後
略
）

　

﹇
史
料
７
﹈
の
傍
線
部
に
「
対
馬
三
島
」
が
並
列
に
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
李
領
が
言
及
す
る
よ
う
に
申
叔
舟
の
発
言
に
よ
る
も
の
に
見
え
る

が
、
こ
れ
を
も
っ
て
果
た
し
て
「
対
馬
」
が
〈
三
島
〉
か
ら
除
外
さ
れ
た

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
李
領
は
、
後
掲
﹇
史
料
11
﹈
に
あ

る
「〈
対
馬
等
三
島
〉
は
対
馬
が
三
島
に
含
ま
れ
る
意
味
で
あ
り
〈
対
馬

三
島
〉
は
対
馬
と
三
島
を
別
個
の
も
の
と
し
て
区
分
し
認
識
し
て
い
る
と

み
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る

）
30
（

。

　

確
か
に
﹇
史
料
７
﹈
の
発
言
者
で
あ
る
申
叔
舟
が
、「
対
馬
三
島
」
と

言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
大
変
興
味
深
い
。
李
領
は
、『
海
東
諸
国
紀
』
が

完
成
し
た
当
時
、
申
叔
舟
は
決
し
て
〈
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
〉
を
〈
三

島
〉
と
い
う
意
味
で
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
が
、
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
申
叔
舟
が
『
海
東
諸
国
紀
』
に
高
麗
末
の
倭
寇
の
根
拠
地
と
し
て

見
え
る
〈
対
馬
〉
を
、
な
ぜ
記
し
て
い
る
の
か
に
関
し
て
、
李
領
は
全
く

触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
検
討
を
行
わ
ず
に
単
に
史
料
に
「
対
馬
三

島
」
と
あ
る
の
を
も
っ
て
対
馬
が
〈
三
島
〉
に
属
し
な
い
と
い
う
李
領
の

見
解
は
納
得
し
難
い
。

と
り
わ
け
対
馬
は
、
壱
岐
と
と
も
に
高
麗
末
か
ら
倭
寇
の
主
な
根

拠
地
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
高
麗
の
禑
王
一
三
年

（
一
三
八
七
）
の
『
高
麗
史
』
に
は
、
日
本
の
「
叛
民
が
対
馬
と
壱
岐
な

ど
の
諸
島
を
根
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
（
高
麗
）
の
東
鄙
を
頻
繁

に
入
寇
」
し
て
い
る
と
あ
る

）
31
（

。
ま
た
、
朝
鮮
の
太
祖
四
年
（
一
三
九
五
）

七
月
の
九
州
探
題
今
川
了
俊
の
書
に
、「（
朝
鮮
側
が
）
要
請
し
た
海
賊
を

取
り
締
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
壱
岐
・
対
馬
に
対
し
て
尽
力
し
て
久
し

い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

）
32
（

こ
と
か
ら
、
日
本
側
も
壱
岐
・
対
馬
を
海
賊
の

根
拠
地
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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さ
ら
に
周
知
の
よ
う
に
高
麗
末
か
ら
倭
寇
の
根
拠
地
と
み
な
し
た
対

馬
に
対
し
て
は
、
高
麗
昌
王
元
年
（
一
三
八
九
）
と
朝
鮮
世
宗
元
年

（
一
四
一
九
）
に
倭
寇
の
巣
窟
を
討
伐
す
る
た
め
、
派
兵
し
た
こ
と
も
あ

る
）
33
（

。そ
し
て
朝
鮮
建
国
当
初
か
ら
朝
鮮
政
府
は
、
倭
寇
の
沈
静
化
を
図
る
た

め
に
「
倭
寇
懐
柔
政
策
」
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
〈
文
引

制
〉、〈
歳
賜
米
豆
〉、〈
歳
遣
船
定
約
〉、〈
三
浦
恒
居
倭
〉、〈
孤
草
島
釣
魚
〉

な
ど
「
朝
鮮
関
係
特
殊
権
益

）
34
（

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
最
も
多
く
入
手
し
た

の
が
、
他
で
も
な
い
対
馬
島
主
宗
氏
を
は
じ
め
と
す
る
島
内
勢
力
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
当
該
期
の
朝
鮮
・
対
馬
間
の
特
殊
な
関
係
に
つ
い
て
は
、

従
来
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

）
35
（

。

し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
政
府
は
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
み
な
し
た
地
域
の

人
々
を
〈
倭
寇
と
表
裏
一
体
を
な
す
存
在
〉
と
し
て
、
再
び
倭
寇
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
優
遇
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
麗
か
ら
朝
鮮
に
王

朝
が
交
替
し
て
、
以
前
の
倭
寇
た
ち
が
平
和
な
通
交
者
に
化
し
朝
鮮
国
王

を
慕
っ
て
往
来
し
た
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
形
式
上
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
朝
鮮
政
府
は
決
し
て
彼
ら
の
本
質
が
倭
寇
か
ら
平
和
人
に
変

わ
っ
た
と
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
李
領
は
、
朝
鮮
初
期
に
は
〈
三
島
〉
に
含
ま
れ
て
い
た
対
馬
が
、

時
代
が
下
っ
て
一
五
世
紀
後
半
頃
、
朝
鮮
と
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、〈
三
島
〉
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る

）
36
（

。

し
か
し
、
筆
者
が
以
前
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
後
半
に

朝
鮮
南
部
沿
岸
地
帯
に
お
い
て
海
賊
事
件
が
発
生
す
る
と
朝
鮮
政
府
は
真

先
に
対
馬
島
人
（
対
馬
か
ら
の
釣
魚
倭
を
含
む
）
あ
る
い
は
島
主
宗
氏
の

支
配
を
受
け
て
い
た
〈
三
浦
恒
居
倭
〉
の
仕
業
と
み
な
し
、
対
策
を
練
っ

て
お
り

）
37
（

、
時
に
は
対
馬
に
朝
官
を
派
遣
し
て
、
宗
氏
を
詰
責
す
る
と
と
も

に
犯
人
逮
捕
と
そ
の
処
罰
を
求
め
て
い
る

）
38
（

。

し
た
が
っ
て
、
対
馬
が
〈
三
島
〉
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
李

領
の
誤
解
で
あ
り
、
一
五
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
朝
鮮
政
府
は
一
貫
し
て

対
馬
を
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
み
な
し
て
い
た
。﹇
史
料
７
﹈
の
申
叔
舟

の
発
言
に
「
対
馬
三
島
」
と
あ
る
の
は
、
対
馬
を
倭
寇
根
拠
地
の
筆
頭
格

と
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

〈
三
島
〉
を
〈
日
本
と
は
別
個
の
政
治
的
主
体
〉
と
す
る
李
領
説

李
領
は
、〈
三
島
倭
寇
〉
の
〈
三
島
〉
が
、
日
本
と
は
別
個
の
概
念
で

用
い
ら
れ
て
い
る
と
か
日
本
と
は
別
個
の
政
治
的
主
体
で
あ
っ
た
と
か
主

張
し
て
い
る
の
で
、
本
節
で
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

⑿　

﹇
史
料
８
﹈
で
は
、
日
本
に
行
っ
て
き
た
李
仁
畦
に
国
王
成
宗
が
、「
三

島
か
ら
日
本
ま
で
の
距
離
」
を
聞
く
と
、
李
仁
畦
は
壱
岐
か
ら
二
五

日
か
か
る
と
答
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
壱
岐
島
か
ら
三
島
地
域
に
含

ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
三
島
」
は
ま
た
、「
日
本
」
と
別
個
の

概
念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
日
本
ま
で
二
五
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日
か
か
る
程
、「
三
島
」
が
相
当
広
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る

〔
四
八
九
頁
〕。

﹇
史
料
８
﹈『
成
宗
実
録
』
一
〇
年
（
一
四
七
九
）
二
月
丙
申
（
九
日
）

条（
前
略
）
引
見
前
経
歴
李
仁
畦
、
問
日
本
之
事
、
対
曰
、
去
癸
亥
年
、

卞
孝
文
奉
使
日
本
、
尹
仁
宝

〔
甫
〕

為
介
、
申
叔
舟
為
書
状
官
、
臣
以
孝
文

子
弟
従
行
、
①
三
月
発
船
、
三
島
之
間
風
濤
甚
悪
、
或
若
登
山
、
或

若
墜
谷
、
咫
尺
之
間
、
二
舟
之
人
、
不
得
相
見
矣
、
上
曰
、
対
馬
島

主
接
待
何
如
、
対
曰
、
本
島
生
利
甚
薄
、
雖
欲
厚
待
、
無
由
也
、
島

主
僅
有
田
可
種
一
碩
、
専
仰
我
国
歳
賜
而
已
、
②
上
曰
、
自
三
島
至

日
本
、
凡
幾
日
程
、
対
曰
、
③
自
一
岐
島
至
本
国
、
凡
二
十
五
日
程
、

臣
等
至
六
月
、
泊
于
萍

〔
兵
庫
〕渡

、
始
行
陸
路
、
其
国
無
郵
駅
、（
後
略
）

﹇
史
料
８
﹈
は
、
癸
亥
年
（
世
宗
二
五
・
一
四
四
三
）
の
通
信
使
卞
孝

文
一
行
の
子
弟
（
子
弟
軍
官
の
略
称
）
と
し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
李
仁

畦
に
対
し
て
、
国
王
成
宗
が
一
四
七
九
年
二
月
に
日
本
事
情
と
使
行
に
つ

い
て
尋
ね
て
い
る
記
録
で
あ
る

）
39
（

。

　

ま
ず
傍
線
部
②
で
、
成
宗
が
三
島
か
ら
日
本
ま
で
の
日
程
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
李
仁
畦
が
③
で
壱
岐
島
か
ら
本
国
ま
で
お
お
よ
そ
二
五
日
か
か
る

と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
李
領
は
、
壱
岐
島
か
ら
三
島
に
含
ま
れ

る
と
し
た
上
で
、
日
本
ま
で
二
五
日
か
か
る
程
〈
三
島
〉
は
広
い
地
域
で

あ
っ
た
と
す
る
が
、
国
王
が
日
程
を
尋
ね
て
い
る
の
に
、
当
該
地
域
の
範

囲
で
答
え
る
人
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
﹇
史
料
８
﹈
の
傍
線
部
①
を
み
る
と
、
癸
亥
年
（
世
宗

二
五
・
一
四
四
三
）
の
通
信
使
一
行
は
三
月
に
発
船
し
て
お
り
、「
三
島
の

間
に
は
波
風
が
甚
だ
荒
く
、（
ま
る
で
船
が
）
山
に
登
っ
た
り
、
谷
に
墜

ち
た
り
す
る
よ
う
で
、
近
接
す
る
二
船
の
乗
組
員
が
互
い
に
見
る
こ
と
す

【図１】西北部九州
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ら
で
き
な
い
」
と
い
う
程
、
難
航
の
海
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。【
図

１
】
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
度
の
通
信
使
一
行
は
、
現
在
で
も
荒
れ
る

海
と
し
て
知
ら
れ
る
玄
界
灘

）
40
（

を
体
験
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
国
王
が
〈
三
島
〉
か
ら
日
本
ま
で
の
日
程
を
聞
い
た
の
に
対
し

て
、
李
仁
畦
が
な
ぜ
壱
岐
島
を
起
点
に
答
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
対

馬
を
経
て
壱
岐
か
ら
本
土
へ
向
か
っ
た
の
で
、
壱
岐
を
起
点
に
答
え
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

実
は
成
宗
王
は
こ
の
当
時
、
日
本
へ
の
通
信
使
派
遣
を
準
備
し
て
い
る

最
中
で
あ
っ
た

）
41
（

の
で
、
李
仁
畦
に
対
し
て
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
色
々
と

尋
ね
た
中
に
三
島
か
ら
日
本
ま
で
の
日
程
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
傍
線
部
②
の
「
日
本
」
と
は
、
通
信
使
の
目
的

地
で
あ
る
将
軍
が
い
る
京
都
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
李
仁
畦
は
「
日
本
」
と
は
言
わ
ず
に
「
本
国
」
ま
で
の
日

程
を
答
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
本
国
」
は
ど
こ
を
指
す
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
通
信
使
卞
孝
文
の
詳
し
い
帰
朝
報
告
が
あ
る

の
で
、
次
に
あ
げ
る
。

﹇
史
料
９
﹈『
世
宗
実
録
』
二
五
年
（
一
四
四
三
）
一
〇
月
甲
午
（
一
三

日
）
条

日
本
国
通
信
使
卞
孝
文
、
回
至
慶
尚
道
玉
浦
馳
啓
、
①
臣
等
初
到
対

馬
島
、
宗
貞
盛
受
賜
物
、
行
四
拜
、
以
致
謝
意
、
仍
遣
人
為
鄕

〔
嚮
〕

道
、

行
至
赤
間
関
、
大
内
教
弘
径
到
赤
崎
浦
迎
候
、（
中
略
）
②
教
弘
遂

以
臣
等
之
来
、
馳
報
京
都
、
乃
発
船
四
隻
護
送
、
行
至
尾
路
、
代
官

以
無
国
王
教
書
不
護
送
、
③
臣
等
行
至
兵
庫
、
使
通
事
尹
仁
始
、
先

往
京
都
報
之
、
兵
庫
守
護
官
、
来
謂
臣
等
曰
、
今
報
使
臣
聲
息
于
京

管
領
及
伊
勢
、
皆
無
可
否
、
但
其
出
納
者
言
、
大
内
之
報
、
時
未
回

答
、
不
宜
擅
自
上
来
、
④
仍
言
、
国
王
年
少
、
諸
大
臣
擅
権
、
以
使

臣
支
待
、
各
有
所
費
、
但
於
国
有
礼
物
、
而
於
己
無
益
、
故
托
辞

以
拒
之
、（
中
略
）
⑤
尹
仁
始
回
言
、
入
京
見
太
和
守
、
太
和
守
言
、

何
不
待
報
而
来
乎
、
管
領
已
議
諸
大
臣
、
欲
不
接
納
也
、
⑥
仁
始
答

云
、
淹
雨
赤
間
関
・
尾
路
、
已
逾
旬
月
、
而
回
報
不
到
、
乃
来
耳
、

⑦
太
和
守
遂
議
管
領
、
乃
招
仁
始
言
、
管
領
亦
云
、
業
已
来
矣
、
不

可
拒
之
、
乃
告
于
王
、
令
左
武
衛
依
旧
例
以
待
、
臣
等
入
京
都
、
齎

書
契
・
礼
物
到
関

〔
闕
〕

、
国
王
坐
殿
上
、
臣
奉
書
契
跪
楹
外
、
僧
一
人
跪

受
、
置
王
案
上
、（
後
略
）

こ
の
記
事
は
、
世
宗
二
五
年
（
一
四
四
三
）
一
〇
月
に
慶
尚
道
玉
浦
（
巨

済
島
の
東
側
）
に
帰
着
し
た
通
信
使
卞
孝
文
が
急
報
し
た
内
容
で
あ
り
、

一
行
が
朝
鮮
を
出
発
し
て
帰
国
す
る
ま
で
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
主
に
京
都
ま
で
の
往
路
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

長
い
記
事
で
あ
る
の
で
、
大
意
を
と
っ
て
述
べ
る
と
、
傍
線
部
①
で
は

朝
鮮
を
発
し
た
一
行
が
対
馬
に
渡
っ
て
島
主
宗
貞
盛
に
賜
物
を
わ
た
し
て

お
り
、（
貞
盛
が
）
人
を
遣
わ
し
、
道
案
内
を
し
て
赤
間
関
に
至
り
、
赤

崎
浦
（
現
在
の
山
口
市
秋あ

い

お穂
東

）
42
（

）
に
至
る
と
大
内
教
弘
が
出
迎
え
て
い
る
。
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傍
線
部
②
で
は
、
教
弘
が
通
信
使
の
来
日
を
京
都
に
急
報
し
て
、
四
隻
の

船
を
出
し
て
護
送
し
、
一
行
が
尾
路
（
現
在
の
広
島
県
尾
道
市
）
に
至
っ

た
が
、
そ
の
代
官
が
国
王
（
将
軍
）
の
「
教
書
（
通
行
証
明
書
に
代
わ
る

も
の
）」
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
護
送
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
た
め

護
送
な
し
で
③
で
は
、
一
行
は
兵
庫
ま
で
行
き
、
通
事
（
訳
官
）
尹
仁
始

を
先
に
京
都
に
行
か
せ
て
報
告
さ
せ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
兵
庫
の
守
護
官

が
い
う
に
、
通
信
使
が
来
た
こ
と
を
京
都
の
管
領
お
よ
び
伊
勢
に
報
告
し

た
が
、
み
な
可
否
が
な
い
。
た
だ
し
そ
の
出
納
者
は
、
大
内
教
弘
の
報
告

に
対
し
て
も
未
だ
回
答
が
な
い
の
に
勝
手
に
上
来
し
て
は
い
け
な
い
と

言
っ
た
と
あ
る
。
④
で
は
、
諸
大
臣
が
通
信
使
の
上
京
を
阻
ん
だ
理
由
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
⑤
で
は
先
に
京
都
へ
遣
わ
し
た
尹
仁
始
が
還
っ
て
き

て
、
大
和
守
の
言
に
よ
る
と
管
領
が
す
で
に
諸
大
臣
と
審
議
し
て
通
信
使

一
行
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
に
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
⑥
で
は
、

通
事
尹
仁
始
が
赤
間
関
と
尾
道
に
お
い
て
雨
の
た
め
足
止
め
さ
れ
、
す
で

に
旬
月
（
一
〇
日
な
い
し
は
一
ヶ
月
）
が
過
ぎ
た
上
に
（
京
か
ら
入
京
を

許
可
す
る
）
回
報
が
な
か
っ
た
た
め
に
来
た
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
⑦
に
お
い
て
、
大
和
守
が
つ
い
に
管
領
と
審
議
し
、
左
武
衛
の
旧
例

に
よ
っ
て
よ
う
や
く
通
信
使
を
接
待
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
後
、
一
行
は
入
京
し
、
室
町
殿
に
お
い
て
外
交
儀
礼
を
終
え

た
後
、
帰
途
に
つ
い
た
。

﹇
史
料
８
・
９
﹈
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
対
馬
を
経
て
壱
岐
か
ら

大
内
教
弘
が
領
す
る
赤
間
関
へ
向
か
っ
て
お
り
、
そ
の
赤
間
関
お
よ
び
尾

道
に
お
い
て
雨
の
た
め
、
少
な
く
と
も
一
〇
日
以
上
、
遅
滞
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、﹇
史
料
８
﹈
の
傍
線
部
④
の
ご
と

く
一
行
が
来
日
し
た
こ
と
を
教
弘
が
報
告
し
て
も
、
管
領
や
諸
大
臣
は
そ

の
接
待
費
用
お
よ
び
自
分
た
ち
へ
の
礼
物
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
は
じ

め
は
一
行
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
入
京
す
る
ま
で
に
か

な
り
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
際
の
通
信
使
一
行
の
来
日
に
つ
い
て
『
康
富
記
』
に
も
関

連
記
録
が
あ
る

）
43
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
五
月
、
管

領
畠
山
を
は
じ
め
諸
大
名
が
通
信
使
一
行
に
対
す
る
接
待
費
用
を
負
担
し

た
く
な
い
た
め
、
一
行
の
京
入
り
を
阻
み
、
追
い
返
そ
う
と
し
た
と
い
う

記
事
が
六
日
庚
申
条
に
あ
る
。
そ
の
後
、
通
信
使
来
日
の
名
目
が
足
利
義

教
の
弔
問
で
あ
っ
た
の
で
、
入
京
さ
せ
て
同
年
六
月
一
九
日
に
室
町
殿
に

お
い
て
外
交
儀
礼
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
二
月
二
一
日
に

ソ
ウ
ル
を
発
し
た

）
44
（

通
信
使
一
行
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
六
月
一
九
日
よ
り

少
し
前
に
よ
う
や
く
京
都
に
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
通
信
使
一
行
は
赤
間
関
か
ら
入
京
す
る
ま
で
順
調
な

道
程
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
﹇
史
料
８
﹈
に
も
ど
る

と
、
国
王
が
三
島
か
ら
日
本
（
京
都
）
ま
で
の
日
程
を
尋
ね
た
の
に
対
し

て
、
遅
滞
し
て
い
た
た
め
に
李
仁
畦
は
明
確
な
日
程
を
答
え
る
こ
と
が
で

き
ず
、
比
較
的
順
調
に
航
行
し
た
三
島
か
ら
赤
間
関
ま
で
の
日
程
を
答
え

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。﹇
史
料
８
﹈
で
李
仁
畦
が
い
う
壱
岐

か
ら
お
お
よ
そ
二
五
日
か
か
る
「
本
国
」
は
「
本
州
」
の
こ
と
で
あ
り
、
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本
州
の
玄
関
口
で
大
内
氏
が
領
す
る
「
赤
間
関
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
実
際
に
壱
岐
島
か
ら
二
五
日
の
日
程
で
は
到
底
京
都
に
到

る
こ
と
は
で
き
ず
、
壱
岐
か
ら
赤
間
関
ま
で
の
日
程
が
二
五
日
か
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
壱
岐
島
か
ら
三
島
に
含
ま
れ
、
日
本
ま
で
二
五
日
か
か

る
程
、
三
島
は
広
い
地
域
で
あ
っ
た
と
す
る
李
領
説
は
成
り
立
た
な
い
。

ま
た
、﹇
史
料
５
﹈
の
傍
線
部
①
に
「（
李
藝
が
）
回
礼
使
尹
銘
に

随し
た
が

っ
て
日
本
三
島
に
入
っ
て
」
お
よ
び
﹇
史
料
６
﹈
の
傍
線
部
⑥
に
「
日

本
三
島
の
人
、
農
業
を
事
と
せ
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
李
仁
畦
が
日
本

に
派
遣
さ
れ
た
の
と
同
時
代
の
朝
鮮
側
の
認
識
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

み
て
も
、「
三
島
が
日
本
と
は
別
個
の
概
念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
す

る
李
領
説
は
成
立
せ
ず
、
朝
鮮
側
は
〈
日
本
の
三
島
〉
と
見
な
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

⒀　

﹇
史
料
10
﹈
を
み
る
と
「
三
島
」
を
日
本
と
区
別
し
て
お
り
、
野
人
（
女

真
族
）、
日
本
、
琉
球
国
（
沖
縄
）
と
と
も
に
〈
四
方
の
野
蛮
人
〉、
す

な
わ
ち
〈
四
夷
〉
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
三
島
」
は
決

し
て
「
三
ヵ
所
の
島
」
や
あ
る
「
特
定
地
域
」
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、

野
人
（
女
真
族
）・
日
本
・
琉
球
国
と
比
肩
す
る
程
の
「
別
途
の
政
治

的
主
体
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
〔
四
八
九
頁
〕。

﹇
史
料
10
﹈『
世
祖
実
録
』
一
四
年
（
一
四
六
八
）
三
月
乙
酉
（
二
五

日
）
条
（
傍
線
部
は
、
李
領
の
引
用
部
分
）

朴
時
衡
獄
中
為
書
、
令
其
弟
訴
冤
、
其
書
曰
、（
中
略
）
若
野
人
、

若
日
本
、
若
三
島
、
若
琉
球
国
四
夷
、
皆
来
庭
焉
、
休
祥
異
瑞
、
皆

駢
集
焉
、
万
物
欣
覩
（
中
略
）、
今
不
幸
被
憸
人
訴
、
見
拘
於
獄
、

受
五
次
杖
、
留
十
三
朔
、（
後
略
）

﹇
史
料
10
﹈
は
、
誹
謗
の
罪
に
問
わ
れ

）
45
（

、
一
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
獄
に

繋
が
れ
て
い
た
朴
時
衡
が
獄
中
か
ら
自
身
の
潔
白
を
訴
え
る
た
め
に
出

し
た
上
疏
文
で
あ
り
、
こ
の
陳
情
を
ぜ
ひ
聞
き
入
れ
て
も
ら
い
た
い
た
め

に
、
国
王
世
祖
の
治
世
を
称
え
る
文
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
世
祖

の
徳
を
慕
っ
て
「
野
人
・
日
本
・
三
島
・
琉
球
国
な
ど
の
四
夷
が
来
朝
」

し
て
い
る
と
あ
る
。
こ
こ
で
朴
時
衡
は
、「
四
夷
」
を
言
い
た
い
が
た
め

に
野
人
・
日
本
・
琉
球
国
に
数
あ
わ
せ
の
必
要
上
、
三
島
を
付
け
加
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
三
島
が
入
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
李

領
が
い
う
よ
う
に
〈
三
島
〉
が
野
人
・
日
本
・
琉
球
国
と
比
肩
す
る
程
の

〈
別
途
の
政
治
的
主
体
〉
と
ま
で
拡
大
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
。

獄
中
に
お
い
て
自
身
の
釈
放
を
願
っ
て
出
し
た
上
疏
文
に
あ
る
〈
三

島
〉
に
関
す
る
内
容
を
も
っ
て
、
あ
た
か
も
朝
鮮
側
の
一
般
的
な
見
解
で

あ
る
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
李
領
説
は
性
急
な
判
断
で
あ
り
、
史
料
に
対
す

る
吟
味
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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六　

〈
三
島
＝
九
州
〉
と
す
る
李
領
説

第
一
節
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
李
領
は
、
一
九
九
九
年
頃
か
ら
一

貫
し
て
倭
寇
の
実
体
を
〈
九
州
本
土
〉
に
追
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、〈
倭

寇
の
実
体
＝
九
州
〉
と
〈
三
島
＝
九
州
〉
と
で
は
、
当
該
期
高
麗
・
朝
鮮

政
府
が
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
し
て
称
し
て
い
た
の
が
〈
三
島
〉
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
両
者
が
も
つ
意
味
合
い
は
全
く
異
な
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
に
〈
三
島
〉
は
、
高
麗
・
朝
鮮
側
が
倭
寇
の
主
な

根
拠
地
を
論
じ
る
際
に
使
用
し
た
用
語
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
も
し
〈
九

州
〉
が
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ

〈
三
島
〉
と
い
う
用
語
を
高
麗
時
代
か
ら
用
い
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
し
、
第
三
に
高
麗
・
朝
鮮
政
府
の
倭
寇
の
根
拠
地
に
対
す
る
対
策

や
対
応
も
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
引
き
続
き
李
領
説
を
検
討
し
て
み
る
。

⒁　

﹇
史
料
11
﹈
に
お
い
て
、「
三
島
倭
寇
」「
三
島
之
境
」「
三
島
之
賊
」

の
よ
う
な
表
現
が
最
初
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
三
島
倭
寇
」「
三
島
之
賊
」

は
、
戊
寅
年
（
一
三
九
八
）
に
大
内
義
弘
の
攻
撃
を
受
け
て
降
伏
し
た

輩
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
〔
四
九
〇
・
四
九
一
頁
〕。

﹇
史
料
11
﹈『
定
宗
実
録
』
元
年
（
一
三
九
九
）
五
月
乙
酉
（
一
六
日
）

条

通
信
官
朴
惇
之
、
回
自
日
本
、
日
本
国
大
将
軍
、
遣
使
来
献
方
物
、

発
還
被
虜
男
女
百
余
人
、（
中
略)

初
①
三
島
倭
寇
、
為
我
国
患
、
幾

五
十
年
矣
、
歳
戊
寅
、
太
上
王
命
惇
之
、
使
于
日
本
、
惇
之
受
命
至

日
本
、
与
大
将
軍
言
曰
、
吾
王
命
臣
曰
、
我
中
外
軍
官
・
士
卒
、
毎

請
云
、
陸
置
鎮
戍
、
海
備
戦
艦
、
今
我
輩
、
寄
命
矢
石
之
間
、
憔
悴

労
苦
、
至
於
此
極
者
、
以
②
三
島
倭
寇
之
致
然
、
③
臣
等
願
大
挙
以

討
三
島
、
則
寇
賊
無
遺
類
、
而
我
国
家
無
復
患
矣
、
寡
人
以
軍
官
・

士
卒
之
望
、
欲
興
師
討
罪
、
然
④
大
将
軍
、
久
掌
兵
権
、
素
有
威
望
、

在
乎
三
島
之
境
、
不
敢
潜
師
入
境
、
故
先
遣
臣
、
告
于
左
右
、
且
大

将
軍
、
以
兵
甲
之
精
、
号
令
之
厳
、
豈
不
能
制
三
島
之
賊
、
以
雪
隣

国
之
恥
、
惟
大
将
軍
、
以
為
如
何
、
⑤
大
将
軍
、
欣
然
聞
命
曰
、
我

能
制
之
、
即
遣
兵
討
之
、
与
賊
戦
六
月
、
未
克
、
大
将
軍
令
大
内
殿

加
兵
進
攻
之
、
賊
棄
兵
擲
甲
、
挙
衆
出
降
、

　

﹇
史
料
11
﹈
は
、
定
宗
元
年
（
一
三
九
九
）
五
月
に
通
信
官
朴
惇
之
が
、

倭
寇
の
取
り
締
ま
り
を
要
求
し
て
日
本
か
ら
帰
国
し
、
そ
の
交
渉
内
容
と

日
本
側
の
対
応
を
報
告
し
た
記
録
で
あ
る
。
李
領
が
言
及
す
る
よ
う
に
傍

線
部
①
②
に
「
三
島
倭
寇
」、
③
に
「
三
島
を
討
っ
て
」、
④
に
「
三
島
之

境
」、「
三
島
之
賊
」
と
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朝
鮮
側
や
朴
惇
之
の
発
言
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
側
の
発
言
で
は
な
い
。
た
だ
③
で
、
朝
鮮
側
の
〈
三
島
倭

寇
〉
に
対
す
る
強
硬
な
姿
勢
を
聞
い
た
大
将
軍
、
す
な
わ
ち
室
町
幕
府
の
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足
利
義
満

）
46
（

が
傍
線
部
⑤
で
、
賊
は
「
我
が
制
圧
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

言
っ
た
と
あ
る
。
大
将
軍
は
兵
を
遣
わ
し
、
こ
れ
を
撃
ち
、
賊
と
六
ヶ
月

戦
っ
た
が
、
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
あ
る
。
そ
こ
で
⑤
で
は
、

大
将
軍
が
大
内
殿
に
命
じ
て
攻
撃
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
賊
が
武
器
と
兜
を
な

げ
棄
て
て
降
伏
し
た
、
と
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
傍
線
部
③
に
お
い
て
朝
鮮
側
が
「
大
挙
し
て
」

〈
三
島
〉
を
直
接
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
、
④

で
は
足
利
大
将
軍
の
威
厳
が
「
三
島
之
境
」
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
あ
え

て
朝
鮮
が
兵
隊
を
境
（
三
島
）
に
派
遣
し
な
い
で
い
る
、
と
言
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
内
容
は
、
当
該
期
朝
鮮
の
対
日
外
交
交
渉
が
い
か
に
巧
み
に
行
わ

れ
て
い
た
か
を
如
実
に
あ
ら
わ
す
一
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

つ
ま
り
、﹇
史
料
11
﹈
の
傍
線
部
③
④
に
は
、
日
本
の
中
央
政
府
が
〈
三

島
倭
寇
〉
の
取
り
締
ま
り
を
、
よ
り
積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
朝

鮮
政
府
の
意
思
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
朝
鮮
側
の
要
請
に
対
し
て
、

足
利
大
将
軍
が
傍
線
部
⑤
の
よ
う
に
対
応
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、﹇
史
料
11
﹈
の
傍
線
部
①
②

③
④
に
お
い
て
朝
鮮
側
が
言
っ
て
い
る
〈
三
島
〉
が
、
⑤
の
大
内
殿
が
攻

撃
し
て
降
伏
さ
せ
た
地
域
と
同
一
地
域
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
李
領
は
独
自
の
見
解
を
次
の
⒂
で
示
し
て
い
る

の
で
、
引
き
続
き
検
討
し
て
み
る
。

⒂　

[

史
料
11]

の
「
三
島
倭
寇
」、「
三
島
之
境
」、「
三
島
之
賊
」
の
「
三
島
」

が
、[

史
料
12]

で
は
「
九
州
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
対
馬
な

ど
三
島
の
頑
民
が
兇
徒
を
召
集
し
て
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は

「
三
島
」
の
中
に
対
馬
が
含
ま
れ
て
い
る
。
対
馬
が
九
州
に
含
ま
れ
る

の
は
事
実
で
あ
る
が
、
対
馬
を
「
九
州
」
と
は
言
わ
な
い
。「
九
国
二
島
」

と
い
う
表
現
が
あ
る
よ
う
に
九
州
と
い
う
時
は
、「
対
馬
と
壱
岐
」
で

は
な
く
、
九
州
本
土
を
意
味
す
る
。
彼
（
大
内
義
弘
）
が
九
州
を
攻
撃

し
た
と
い
う
の
は
、
九
州
が
「
三
島
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す

な
わ
ち
「
三
島
」
と
い
う
用
語
が
最
初
に
使
用
さ
れ
た
当
時
、
そ
れ
は

「
九
州
」
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
〔
四
九
一
・
四
九
二
頁
〕。

[

史
料
12]

『
定
宗
実
録
』
元
年
（
一
三
九
九
）
七
月
戊
寅
（
一
〇
日
）

条①
日
本
左
京
大
夫
六
州
牧
義
弘
、
伐
九
州
克
之
、
遣
使
来
献
方
物
、

且
言
其
功
、
上
欲
賜
義
弘
土
田
、
以
簽
書
中
枢
院
事
権
近
及
諫
官
之

議
、
乃
止
、（
中
略
）
事
下
戸
曹
給
田
司
曰
、（
中
略
）
②
比
年
以
来
、

対
馬
等
三
島
頑
民
、
召
聚
兇
徒
、
侵
擾
我
疆
、
虜
掠
人
民
、
以
阻
隣

好
、
③
頃
者
、
大
相
国
、
以
義
発
兵
、
身
自
督
戦
、
殄
殲
其
衆
、
而

辺
境
人
民
、
得
以
寧
靖
、
使
生
民
除
害
、
而
両
国
修
好
、（
後
略
）

李
領
は
⑽
⑾
⑿
で
は
、「
三
島
に
対
馬
が
含
ま
れ
な
い
」
と
い
う
見
解

を
示
し
な
が
ら
、
⒂
で
は
「
三
島
の
中
に
対
馬
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
認
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め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
⒂
で
は
、﹇
史
料
11
﹈
の
「
三
島
倭
寇
」、「
三
島
之
境
」、「
三

島
之
賊
」
の
〈
三
島
〉
を
、﹇
史
料
12
﹈
を
引
用
し
て
、〈
九
州
〉
と
み
な

し
て
い
る
。

　

確
か
に
李
領
が
述
べ
る
よ
う
に[

史
料
11]

で
、
足
利
大
将
軍
が
大
内

殿
に
攻
撃
さ
せ
た
処
が
、﹇
史
料
12
﹈
の
傍
線
部
①
で
は
「
九
州
」
と
あ
る
。

ま
た
傍
線
部
②
③
を
み
る
と
、
ま
る
で
大
内
義
弘
が
「
対
馬
等
三
島
」
を

攻
撃
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
対
馬
を
は
じ
め
〈
三
島
〉
を

攻
撃
し
た
と
い
う
関
連
記
録
は
な
い
。
記
録
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
直

ち
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、﹇
史
料
11
・
12
﹈
の
〈
三
島
〉
が
〈
九

州
〉
を
指
す
地
域
で
あ
る
と
は
断
定
し
難
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
遡
る
こ
と
二
年
、
太
祖
六
年
（
一
三
九
七
）
七
月
に
、
大
内

義
弘
が
使
者
を
派
遣
し
て
お
り
、
そ
の
書
に
「
蒙
辱
書
、
加
以
土
宜
、
拝

賜
感
荷
、
一

〔
壱
〕

歧
・
対
馬
島
辺
人
、
侵
耗
之
禁
、
敢
不
奉
教
」
と
あ
る

）
47
（

。
つ

ま
り
、
こ
れ
よ
り
前
に
朝
鮮
政
府
が
大
内
義
弘
に
書
と
贈
物
を
送
っ
て
、

対
馬
・
壱
岐
の
倭
寇
を
取
り
締
ま
る
よ
う
要
求
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
義
弘
は
、
同
年
一
一
月
に
も
使
者
を
朝
鮮
に
派
遣
し
て
土
産
を

献
じ
て
お
り

）
48
（

、
そ
の
使
者
で
あ
る
永
範
・
永
廓
の
帰
国
に
際
し
て
、
朝
鮮

政
府
は
﹇
史
料
11
﹈
に
見
え
る
朴
惇
之
を
回
礼
使
と
し
て
日
本
に
派
遣
し

て
い
る
。
そ
の
際
の
書
に
「
壱
岐
・
対
馬
両
島
の
民
は
悪
事
を
ほ
し
い
ま

ま
に
行
い
、
禁
令
を
遵
守
せ
ず
、
我
が
辺
境
を
侵
擾
し
、
両
国
の
和
好
の

意
を
梗ふ

さ

い
で
い
る
。
ま
た
遠
く
中
国
の
境
も
犯
し
て
お
り
、
天
下
皆
こ
れ

を
島
賊
と
謂
う
」
と
述
べ
て
、
倭
寇
の
取
り
締
ま
り
を
要
求
し
て
い
る

）
49
（

。

朴
惇
之
の
日
本
使
行
を
は
じ
め
、
こ
の
頃
の
大
内
義
弘
の
動
向
に
つ
い

て
、
須
田
牧
子
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る

）
50
（

。
須
田
に
よ
れ
ば
、
朴
惇
之
の

日
本
派
遣
は
大
内
義
弘
へ
の
回
礼
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
義
弘

の
斡
旋
に
よ
っ
て
朴
惇
之
は
足
利
義
満
と
会
見
し
て
お
り
、
義
満
の
命
に

よ
り
、
一
三
九
八
年
一
〇
月
に
義
弘
が
九
州
に
下
向
し
、
九
州
探
題
渋
川

満
頼
を
助
け
て
菊
池
氏
・
少
弐
氏
と
合
戦
し
た
と
い
う

）
51
（

。
こ
の
合
戦
は
、

朴
惇
之
が
要
請
し
た
倭
寇
鎮
圧
と
は
無
関
係
の
行
動
で
あ
っ
た
が
、
朴
惇

之
は
「
倭
寇
鎮
圧
」
と
解
し
た
よ
う
だ
と
す
る
須
田
の
見
解
通
り

）
52
（

、﹇
史

料
12
﹈
の
傍
線
部
③
の
よ
う
に
朝
鮮
政
府
は
、
朝
鮮
の
要
請
に
よ
っ
て
日

本
の
中
央
政
府
が
動
い
た
こ
と
に
意
義
を
認
め
、
一
連
の
日
本
側
の
対
応

を
高
く
評
価
し
て
い
る

）
53
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
足
利
義
満
は
、
朝
鮮
政
府
の
要
請
を
受
け
入
れ
る
形

を
と
っ
て
、
大
内
義
弘
に
命
じ
て
少
弐
氏
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
の
反
幕

府
勢
力
を
制
圧
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
頃
の
大
内
氏
の

九
州
下
向
と
〈
三
島
倭
寇
〉
の
動
向
に
関
連
し
て
、
次
の
史
料
が
注
目
さ

れ
る
。

[

史
料
13]

『
定
宗
実
録
』
元
年
（
一
三
九
九
）
一
一
月
甲
戌
（
八
日
）

条（
前
略
）
初
、
倭
寇
侵
掠
大
明
沿
海
之
地
、
以
及
我
豊
海
道
・
西
北

面
等
処
、
①
及
聞
其
六
州
牧
高
義
弘
、
起
兵
擊
殲
、
②
三
島
之
為
賊
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者
、
恐
禍
及
己
、
遂
乞
降
、

　

す
な
わ
ち
、
は
じ
め
倭
寇
が
明
の
沿
岸
地
方
を
侵
略
し
て
朝
鮮
の
豊
海

道
（
黄
海
道
）・
西
北
面
等
地
に
至
っ
た
が
、
傍
線
部
①
で
は
、﹇
史
料

11
・
12
﹈
で
み
た
大
内
氏
の
九
州
攻
撃
の
噂
を
聞
い
て
、
②
で
は
「
三
島

の
賊
」
が
そ
の
患
が
自
分
た
ち
に
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
降
伏
す
る
に
至
っ

た
、
と
あ
る
。

朝
鮮
政
府
は
、
降
伏
し
た
「
三
島
の
賊
」
に
対
し
て
、
同
月
に
「
降
伏

し
た
倭
人
に
司
直
以
下
の
職
を
授
け
て
位
階
が
宣
略
で
あ
る
者
に
は
銀
帯

を
下
賜
し
た
」
と
あ
り

）
54
（

、
ま
た
そ
の
翌
月
に
は
「
降
倭
十
七
名
が
来
て
、

槍
と
甲
各
々
六
部
を
献
じ
た
の
で
、
皆
に
襲
衣
を
下
賜
し
た
」
と
記
録
さ

れ
て
い
る

）
55
（

。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
〈
三
島
〉
の
ど
こ
か
ら
来
た
か
に

つ
い
て
は
把
握
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
、
朝
鮮
側
に
よ
る
取
り

調
べ
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
従
来
か
ら
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
み
な

し
た
地
域
、
す
な
わ
ち
〈
三
島
＝
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地
方
〉
に
該
当
す

る
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
た
だ
〈
三
島
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

降
伏
し
た
「
三
島
の
賊
」
が
朝
鮮
側
か
ら
厚
遇
を
受
け
て
い
る
間
に
、

一
緒
に
降
伏
し
た
倭
寇
に
つ
い
て
、
定
宗
二
年
（
一
四
〇
〇
）
正
月
に
「
豊

海
道
（
黄
海
道)

で
船
に
留
ま
っ
て
い
た
倭
人
が
四
隻
の
船
を
も
っ
て
密

か
に
其
の
島
に
還
っ
た
」
と
あ
る

）
56
（

。
こ
こ
で
、「
其
の
島
」
と
は
、
李
領

が
い
う
〈
九
州
〉
で
は
な
く
、
朝
鮮
政
府
が
以
前
か
ら
称
し
て
い
た
〈
三

島
〉
の
う
ち
、
一
ヵ
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
朝
鮮
側
が

〈
九
州
〉
を
九
州
と
称
せ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
〈
其
の
島
〉
と
言
っ
て
い
た
と

は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
李
領
が
⒂
説
で
言
及
す
る

よ
う
に
「〈
九
州
〉
と
言
う
時
は
〈
対
馬
と
壱
岐
〉
で
は
な
く
、
九
州
本

土
を
意
味
す
る
」
の
で
、
こ
の
〈
三
島
〉
は
従
来
か
ら
朝
鮮
側
が
倭
寇
の

根
拠
地
と
し
て
注
目
し
て
い
た
地
域
、
す
な
わ
ち
〈
三
島
＝
対
馬
、
壱
岐
、

松
浦
地
方
〉
に
属
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
証
明
し
て
い
る
。

　

最
後
に
李
領
は
、
次
の
⒃
に
お
い
て
、
三
島
の
定
義
に
関
す
る
見
解
を

提
示
し
て
い
る
。

⒃　

「
三
島
」
を
最
終
的
に
定
義
す
れ
ば
、「
大
将
軍
の
統
治
と
支
配
に
抵

抗
す
る
（
九
州
の
）
土
着
豪
族
た
ち
の
根
拠
地
で
あ
る
と
同
時
に
倭
寇

と
し
て
侵
寇
し
て
く
る
危
険
が
あ
る
地
域
」
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

高
麗
末
〜
朝
鮮
初
の
倭
寇
の
実
体
を
「
三
島
の
海
民
」
と
表
現
す
る
な

ら
ば
、「
三
島
」
は
「
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地
域
」
で
は
な
く
、「
幕
府

の
九
州
統
治
に
抵
抗
す
る
少
弐
氏
な
ど
を
中
心
と
す
る
九
州
の
土
着
豪

族
勢
力
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
〔
四
九
五
頁
〕。

　

先
述
し
た
よ
う
に
〈
三
島
〉
は
、
高
麗
・
朝
鮮
政
府
が
倭
寇
の
主
な
根

拠
地
を
ま
と
め
て
論
じ
る
際
に
用
い
た
用
語
で
あ
り
、
こ
れ
を
先
行
研
究

で
は
、
高
麗
・
朝
鮮
側
の
見
解
を
借
り
て
、
当
該
期
の
倭
寇
の
根
拠
地
と

し
て
扱
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
当
該
期
の
〈
倭
寇
の
実
体
＝
九
州
〉
と
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す
る
な
ら
ば
、
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、〈
三
島
＝
九
州
〉

と
い
う
李
領
説
は
、
当
該
期
の
高
麗
・
朝
鮮
政
府
の
〈
三
島
倭
寇
〉
の
〈
三

島
〉
に
対
す
る
認
識
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

何
よ
り
も
九
州
を
〈
九
州
〉
と
称
せ
ず
、
な
ぜ
〈
三
島
〉
と
言
っ
て
い

た
か
に
つ
い
て
の
李
領
の
検
討
は
全
く
窺
わ
れ
な
い
。
高
麗
・
朝
鮮
側
が

称
し
て
い
た
〈
三
島
倭
寇
〉
の
〈
三
島
〉
は
、
李
領
説
の
ご
と
く
、〈
九
州
〉

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
本
節
で
明
ら
か
に
し
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
李
領
説
に
対
し
て
批
判
的
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に

一
四
・
一
五
世
紀
に
高
麗
・
朝
鮮
側
が
倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
し
て
称
し

て
い
た
〈
三
島
〉
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
高
麗
禑
王
三
年
（
一
三
七
七
）
頃
か
ら
〈
三
島
〉
に
対
す

る
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
し
て
先
行
研
究
に
お
い

て
、〈
三
島
＝
対
馬
・
壱
岐
・
松
浦
地
方
〉
あ
る
い
は
〈
三
島
＝
対
馬
・

壱
岐
・
松
浦
地
方
・
博
多
〉
の
両
説
が
あ
っ
た
が
、
高
麗
末
か
ら
一
五
世

紀
に
か
け
て
〈
三
島
〉
は
、
博
多
を
除
い
た
〈
対
馬
、
壱
岐
、
松
浦
地
方
〉

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
李
領
の
〈
三
島
〉
関
連
史
料
の
解

釈
や
使
用
に
対
し
て
問
題
提
起
を
し
た
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
で
取
り
上
げ

た
李
領
説
の
問
題
点
に
つ
い
て
幾
つ
か
指
摘
し
た
い
。

第
二
節
に
お
い
て
、
李
領
は
﹇
史
料
１
﹈
の
『
高
麗
史
』
に
見
え
る

（
鄭
夢
周
が
）「
三
島
の
侵
掠
を
禁
じ
た
」
と
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら

も
、
こ
れ
を
朝
鮮
の
世
宗
時
代
に
『
高
麗
史
』
を
編
纂
す
る
過
程
で
生
じ

た
認
識
と
み
な
し
て
、
高
麗
時
代
に
は
〈
三
島
〉
の
認
識
が
存
在
し
な
か
っ

た
と
述
べ
て
、〈
三
島
〉
の
初
見
を
﹇
史
料
11
﹈
の
『
定
宗
実
録
』
元
年

（
一
三
九
九
）
五
月
乙
酉
（
一
六
日
）
条
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
。

ま
ず
、
最
初
の
記
録
す
な
わ
ち
初
見
と
は
、
周
知
の
よ
う
に
史
料
に
あ

ら
わ
れ
た
最
初
の
も
の
（
あ
る
い
は
事
）
を
意
味
す
る
用
語
な
の
で
、〈
三

島
〉
の
初
見
は
﹇
史
料
１
﹈
の
『
高
麗
史
』
の
鄭
夢
周
伝
条
で
あ
る
と

す
る
の
が
正
し
い
。﹇
史
料
１
﹈
の
〈
三
島
〉
を
朝
鮮
の
世
宗
代
に
編
纂

す
る
際
の
認
識
が
反
映
さ
れ
た
と
し
て
、
等
閑
視
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、﹇
史
料
１
﹈
の
存
在
を
認
知
し
な
が
ら
、
使
用
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
徹
底
し
た
検
討
を
行
っ
た
後
に
、
そ
の
〈
三
島
〉
を
取
り
上
げ
る

べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
﹇
史
料
１
﹈
の
倭
寇
取
締
り
要
請
お
よ
び
〈
三
島
〉

に
関
連
す
る
内
容
は
、
当
時
の
高
麗
政
府
の
対
日
外
交
交
渉
に
関
す
る
重

要
な
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
関
連
史
料
と
対
照
し

て
み
て
も
信
憑
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

次
に
、
李
領
論
文
「
第
３
章　

三
島
の
用
例
」（
本
稿
掲
載
⑼
〜
⒂
の

李
領
説
）
に
お
い
て
、〈
三
島
〉
の
用
例
を
検
討
し
て
、「
三
島
は
、
①
九
州
、
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②
対
馬
、
壱
岐
島
、
③
壱
岐
島
、
上
松
浦
、
下
松
浦
、
④
壱
岐
島
の
四
つ

の
具
体
的
な
用
例
が
確
認
さ
れ
る
」
と
し
て
、
あ
た
か
も
〈
三
島
〉
の
所

在
と
変
遷
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
認
識
に
変
化
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
「
用
例
」
と
は
、「
実
際
に
使
用
さ
れ
た
例
」
に
過
ぎ

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
〈
三
島
〉
の
用
例
に
関
連
す
る
史
料
に
〈
三
島
〉

の
あ
る
地
域
が
含
ま
れ
た
り
、
除
か
れ
た
り
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、

即
〈
三
島
〉
の
所
在
と
変
遷
に
結
び
付
け
て
考
え
る
と
大
き
な
過
ち
を
招

き
か
ね
な
い
。
こ
れ
を
逐
一
追
い
か
け
て
い
く
と
李
領
が
提
示
し
た
よ
う

に
「
対
馬
も
〈
三
島
〉
か
ら
除
外
さ
れ
る
」
こ
と
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
（
李
領
説
⑽
・
⑾
）。

こ
の
よ
う
な
李
領
の
〈
三
島
倭
寇
〉
の
〈
三
島
〉
に
対
す
る
検
討
方
法

と
論
の
展
開
は
き
わ
め
て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。

　

李
領
は
、
対
馬
が
一
五
世
紀
後
半
頃
、
朝
鮮
と
良
好
な
関
係
を
維
持
す

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
理
由
に
掲
げ
て
い
る
が
、
本
稿
で
検
討

し
た
よ
う
に
高
麗
末
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
、
高
麗
・
朝
鮮
側
は
〈
対

馬
〉
を
〈
倭
寇
と
表
裏
一
体
を
な
す
存
在
〉
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
高
麗
末
か
ら
一
五
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
高
麗
・
朝

鮮
政
府
は
倭
寇
の
沈
静
化
を
図
る
た
め
に
対
日
外
交
交
渉
、
軍
備
の
増

強
、
倭
寇
巣
窟
へ
の
派
兵
、〈
空
地
空
島
化
政
策
〉、〈
倭
寇
懐
柔
政
策
〉

な
ど
、
様
々
な
倭
寇
対
策
と
対
応
を
講
じ
て
い
た
。
高
麗
・
朝
鮮
政
府
が

倭
寇
の
主
な
根
拠
地
と
み
な
し
た
〈
三
島
〉
や
倭
寇
関
連
史
料
を
使
用
す

る
際
、
記
録
さ
れ
て
い
る
内
容
を
正
確
に
解
釈
す
る
こ
と
は
基
礎
的
な
作

業
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
右
記
の
よ
う
な
高
麗
・
朝
鮮
政
府
の
倭
寇
対
策
と

対
応
を
考
慮
し
な
が
ら
使
用
し
な
け
れ
ば
、
大
き
な
誤
解
を
招
く
こ
と
に

な
る
と
思
う
。

　

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
考
慮
が
窺
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
本
稿
で
批
判

的
に
検
討
し
た
李
領
論
文
の
最
大
の
問
題
点
と
判
断
さ
れ
、
そ
れ
が
随
所

に
お
い
て
過
っ
た
見
解
を
招
い
た
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註

（
１
） 

田
中
健
夫
は
、
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
「
前
（
初
）
期
倭
寇
」「
後
期
倭
寇
」

と
い
う
呼
び
方
に
対
し
て
、
同
じ
性
格
あ
る
い
は
同
じ
内
容
の
も
の
で
は
な
く
、

連
続
性
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
さ
ら
に
年
代
が
近
接
し
て
い
る
だ
け
で
、
前
期

と
後
期
と
に
分
け
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
不
自
然
で
あ
る
と
し
て
、「
前
期
倭
寇
」「
後

期
倭
寇
」
と
い
う
呼
び
方
を
と
ら
ず
、「
一
四
〜
一
五
世
紀
の
倭
寇
」「
一
六
世
紀

の
倭
寇
」
と
い
う
呼
び
方
を
と
っ
て
い
る
（
田
中
健
夫
『
倭
寇　

海
の
歴
史
』
講

談
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
二
・
二
三
頁
）。

（
２
） 

中
田
稔
「
日
本
に
お
け
る
倭
寇
研
究
の
学
説
史
的
検
討
」（
第
二
期
『
日
韓
歴
史
共

同
研
究
報
告
書
』
第
二
分
科
編
、
二
〇
一
〇
年
）、
金
普
漢
「
韓
国
内
の
倭
寇
研
究

の
学
術
史
的
検
討
」
右
同
。

（
３
） 
田
中
健
夫
『
中
世
海
外
交
渉
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
、
九

〜
一
一
頁
）、
同
『
東
ア
ジ
ア
通
交
圏
と
国
際
認
識
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
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九
頁
）、
中
村
栄
孝
『
日
本
と
朝
鮮
』（
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
、
八
〇
頁
）、
田
村

洋
幸
『
中
世
日
朝
貿
易
の
研
究
』（
三
和
書
房
、
一
九
六
七
年
、
三
一
五
頁
）、
長

節
子
「
対
馬
の
歴
史
」（
〈
財
〉
西
日
本
文
化
協
会
編
『
対
馬
の
美
術
』〈
財
〉
西
日

本
文
化
協
会
、
一
九
七
八
年
）、
同
『
中
世 

国
境
海
域
の
倭
と
朝
鮮
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
二
年
、
五
頁
）、
村
井
章
介
『
ア
ジ
ア
の
中
の
中
世
日
本
』（
校
倉
書
房
、

一
九
八
八
年
、
三
一
四
頁
）、
松
尾
弘
毅
「
中
世
後
期
に
お
け
る
壱
岐
松
浦
党
の
朝

鮮
通
交
」（
『
九
州
史
学
』
一
三
四
、二
〇
〇
二
年
）、
関
周
一
「
明
帝
国
と
日
本
」（
榎

原
雅
治
編
『
日
本
の
時
代
史
一
一　

一
揆
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、

一
〇
三
・
一
〇
四
頁
）、
佐
伯
弘
次
「
一
四―

一
五
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
海
域
世
界
と

日
韓
関
係
」（
第
二
期
『
日
韓
歴
史
共
同
研
究
報
告
書
』
第
二
分
科
編
、
二
〇
一
〇

年
）、
孫
承
喆
「
一
四―

一
五
世
紀
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
と
韓
日
関
係―

倭
寇
の
構

成
問
題
を
含
む―

」
右
同
。

（
４
） 

村
井
章
介
「
海
が
つ
な
い
だ
ニ
ッ
ポ
ン
」（
『
知
楽
遊
学
シ
リ
ー
ズ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歴
史

は
眠
れ
な
い
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
九
頁
）、
佐
伯
弘
次
『
조
선 

전
기 

한
일
관
계
와 

博
多
・
對
馬
』（
『
朝
鮮
前
期
韓
日
関
係
と
博
多
・
対
馬
』
）（
景

仁
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
５
） 

李
領
「
〈
고
려 

말
・
조
선 

초 

왜
구
＝
삼
도(

쓰
시
마
・
이
키
・
마
쓰
우
라)

지
역 

해

민
설
〉
의 

비
판
적 

검
토
」（
「
〈
高
麗
末
・
朝
鮮
初
の
倭
寇
＝
三
島
（
対
馬
・
壱
岐
・

松
浦
）
地
域
海
民
〉
説
の
批
判
的
検
討
」
）（
『
日
本
文
化
研
究
』
三
八
、
東
ア
ジ

ア
日
本
学
会
、
二
〇
一
一
年
）。

（
６
） 

前
掲
註
（
３
）
田
村
洋
幸
著
書
。

（
７
） 

田
中
健
夫
『
中
世
対
外
関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）。

（
８
） 

李
領
は
、
背
後
に
国
家
と
宗
教
組
織
が
あ
る
西
洋
の
海
賊
と
し
て
、〈C

orsaires

〉

を
紹
介
し
て
い
る
〈
前
掲
註
（
５
）
李
領
論
文
〉。

（
９
） 

前
掲
註
（
３
）
孫
承
喆
論
文
。

（
10
） 

前
掲
註
（
３
）
佐
伯
弘
次
論
文
。

（
11
） 

筆
者
は
、
李
領
『
倭
寇
と
日
麗
関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
第

四
章
か
ら
検
討
し
た
。
李
領
「
〈
庚
寅
年 

倭
寇
〉
와 

일
본
의 

국
내 

정
세
」(

「
〈
庚

寅
年 

倭
寇
〉
と
日
本
の
国
内
情
勢
」)（
『
国
史
館
論
叢
』
九
二
、二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
전

환
기
의 

동
아
시
아 

사
회
와 

왜
구 ―

〈
경
인
년 

이
후
의 

왜
구
〉
를 

중
심
으
로 ―

」

（
「
転
換
期
の
東
ア
ジ
ア
社
会
と
倭
寇―

〈
庚
寅
年
以
降
の
倭
寇
〉
を
中
心
に―

」
）

（
『
韓
国
史
研
究
』
一
二
三
、二
〇
〇
三
年
）、
同
「
원
명(

元
明)

의 

교
체
와 

왜
구 ―

공
민
왕 

一
五
년
（
一
三
六
六
）
금
왜
사
절
에 

대
한 

일
본
의 

대
응
을 

중
심
으
로 ―

」

（
「
元
明
の
交
替
と
倭
寇―

恭
愍
王
一
五
年
（
一
三
六
六
）
禁
倭
使
節
に
対
す
る
日

本
の
対
応
を
中
心
に―

」
）（
『
日
本
歴
史
研
究
』
三
三
、二
〇
一
一
年
）。

（
12
） 

田
中
健
夫
『
歴
史
新
書
〈
日
本
史
〉
六
六　

倭
寇―

海
の
歴
史―

』
ニ
ュ
ー
ト

ン
プ
レ
ス
、
一
九
八
二
年
、
二
四
頁
）、
佐
久
間
重
男
「
前
期
倭
寇
の
活
動
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
」（
森
克
己
・
田
中
健
夫
編
『
海
外
交
渉
史
の
視
点
１
』
日
本
書

籍
、
一
九
七
五
年
、
二
四
七
頁
）、
前
掲
註
（
３
）
村
井
章
介
一
九
八
八
年
著
書

（
三
二
〇
・
三
二
一
頁
）、
金
普
漢
「
中
世 

麗
・
日 

관
계
와 

倭
寇
의 

발
생 

원
인
」

（
「
中
世
麗
・
日
関
係
と
倭
寇
の
発
生
原
因
」
）（
韓
日
関
係
史
研
究
論
集
編
纂
委
員

会
編
『
왜
구
・
위
사
문
제
와 

한
일
관
계
』〈
『
倭
寇
・
偽
使
問
題
と
韓
日
関
係
』
〉

景
仁
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
前
掲
註
（
11
）
李
領
著
書
、
同
「
一
四
세
기
의 

동
아
시
아 

국
제 

정
세
와 

왜
구 ―

공
민
왕 

一
五
년
（
一
三
六
六
）
의 

禁
倭
使
節
의 
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파
견
을 

중
심
으
로 ―

」（
「
一
四
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
国
際
情
勢
と
倭
寇―

恭
愍
王

一
五
年
（
一
三
六
六
）
の
禁
倭
使
節
の
派
遣
を
中
心
に―

」
）（
『
韓
日
関
係
史
研
究
』

二
六
、二
〇
〇
七
年
）。

（
13
） 

前
掲
註
（
５
）
李
領
論
文
に
お
い
て
、
田
中
健
夫
の
見
解
を
引
用
し
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
田
中
は
「
朝
鮮
で
も
日
本
認
識
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
倭
寇
を
単

に
三
島
の
民
に
限
定
す
る
こ
と
を
改
め
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
〈
前
掲
註
（
３
）

田
中
健
夫
一
九
五
九
年
著
書
（
七
〜
一
一
頁
）
〉。

（
14
） 

前
掲
註
（
５
）
李
領
論
文
。

（
15
） 

『
太
祖
実
録
』
即
位
年
（
一
三
九
二
）
一
〇
月
辛
酉
（
一
三
日
）
条
に
「
命
右
侍
中

趙
浚
、
門
下
侍
郞
賛
成
事
鄭
道
伝
、
芸
文
館
学
士
鄭
摠
・
朴
宜
中
、
兵
曹
典
書
尹

紹
宗
、
修
撰
前
朝
史
」
と
あ
る
。

（
16
） 

『
高
麗
史
』
巻
一
三
三
・
列
伝
四
六
・
禑
王
元
年
（
一
三
七
五
）
二
月
条
。

（
17
） 

『
高
麗
史
』
巻
一
一
四
・
列
伝
二
七
・
諸
臣
・
羅
興
儒
条
。

（
18
） 

『
高
麗
史
』
巻
一
三
三
・
列
伝
四
六
・
禑
王
三
年
（
一
三
七
七
）
九
月
条
。

（
19
） 

『
高
麗
史
』
巻
一
三
三
・
列
伝
四
六
・
禑
王
四
年
（
一
三
七
八
）
七
月
条
。

（
20
） 

前
掲
註
（
３
）
中
村
栄
孝
著
書
（
一
〇
四
頁
）。

（
21
） 

中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究　

上
』（
吉
川
弘
文
官
、
一
九
六
五
年
、
第
一
一

〜
一
五
章
）、
長
節
子
『
中
世
日
朝
関
係
と
対
馬
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、

第
一
部
第
五
章
）。

（
22
） 

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

四
一　

佐
賀
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
、
六
四
五

頁
、「
松
浦
郡
」
項
）。

（
23
） 

田
中
健
夫
は
﹇
史
料
３
﹈
の
上
松
浦
波
多
島
を
、
現
在
の
佐
賀
県
東
松
浦
郡
北
波

多
村
と
推
定
し
て
お
り
、﹇
史
料
４
﹈
の
上
松
浦
九
沙
島
を
、
草
之
荘
か
と
推
定

し
、
現
在
の
佐
賀
県
唐
津
市
お
よ
び
東
松
浦
郡
浜
玉
町
七
山
村
地
域
に
比
定
し
て

い
る
（
申
叔
舟
著　

田
中
健
夫
訳
注
『
海
東
諸
国
紀
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
年
、

一
八
〇
・
一
八
一
頁
）。

（
24
） 

『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
第
六
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
〇
三
頁
、

「
島
」
項
）。

（
25
） 

『
宣
祖
実
録
』
三
三
年
（
一
六
〇
〇
）
正
月
癸
酉
（
二
八
日
）
条

 

左
議
政
李
恒
福
、
以
箚
子
啓
曰
、（
中
略
）
臣
於
庚
寅
年
間
、
忝
為
備
辺
司
郞
庁
、

其
時
賊
酋
秀
吉
、
要
我
信
使
、
縛
送
我
叛
民
沙
火
同
及
五
島
倭
賊
之
屢
寇
我
辺

者
信
三
甫
羅
・
緊
要
時
羅
・
望
古
時
羅
等
三
倭
、
仍
復
刷
還
、
我
民
被
擄
男
婦

一
百
三
十
余
口
、
其
中
有
金
大
璣
・
孔
太
元
等
二
人
、
頗
伶
俐
、
解
文
字
、
自
言

擄
在
五
島
、
能
言
其
島
頭
酋
所
為
、
土
地
肥
瘠
、
人
民
多
小
、
風
俗
形
勢
甚
詳
、

至
今
猶
能
記
臆

〔
憶
〕

、
又
於
乙
未
、
丙
申
両
年
之
間
、
以
楊
冊
使
接
伴
使
、
往
来
海
上
、

每
見
諸
将
及
辺
民
、
引
問
海
上
形
勢
、
五
島
在
馬
島
之
右
、
地
小
土
瘠
、
戸
不
満
千
、

民
無
恒
業
、
販
売
為
生
、
出
没
寇
抄
、
比
諸
倭
尤
甚
、
平
時
零
賊
、
竊
発
於
我
辺
者
、

太
半
是
此
島
之
倭
、（
後
略
）

（
26
） 

中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究　

下
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
一
二
〜

二
二
頁
）、
前
掲
註
（
３
）
同
著
書
（
一
一
九
・
一
二
〇
頁
）、
前
掲
註
（
21
）
長
節

子
著
書
（
一
八
〇
〜
一
八
三
頁
）。

（
27
） 
世
宗
二
年
（
一
四
二
〇
）
閏
正
月
に
出
発
し
て
、
同
年
一
〇
月
八
日
に
尹
仁
甫
が

先
に
帰
国
し
報
告
し
て
お
り
、
同
月
二
五
日
に
宋
希
璟
が
復
命
し
て
い
る
（
『
世
宗

実
録
』
二
年
閏
正
月
甲
申
〈
一
五
日
〉・
同
書
同
年
一
〇
月
癸
卯
〈
八
日
〉・
同
月
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庚
申
〈
二
五
日
〉
条
）。

（
28
） 
世
宗
二
一
年
（
一
四
三
九
）
七
月
に
出
発
し
て
、
翌
年
七
月
に
帰
国
し
て
い
る
（
『
世

宗
実
録
』
二
一
年
七
月
戊
午
〈
一
二
日
〉・
同
書
二
二
年
五
月
丙
寅
〈
二
五
日
〉
条
）。

（
29
） 

世
宗
二
五
年
（
一
四
四
三
）
二
月
に
ソ
ウ
ル
を
出
発
し
て
、
同
年
一
〇
月
に
慶
尚

道
玉
浦
に
帰
着
し
て
い
る
（
『
世
宗
実
録
』
二
五
年
二
月
丁
未
〈
二
一
日
〉・
同
書

同
年
一
〇
月
甲
午
〈
一
三
日
〉
条
）。

（
30
） 

前
掲
註
（
５
）
李
領
論
文
。

（
31
） 

『
高
麗
史
』
巻
一
一
三
・
列
伝
二
六
・
諸
臣
・
鄭
地
条
。

（
32
） 

『
太
祖
実
録
』
四
年
（
一
三
九
五
）
七
月
辛
丑
（
一
〇
日
）
条
。

（
33
） 

前
掲
註
（
21
）
中
村
栄
孝
著
書
（
第
五
・
七
章
）
参
照
。

（
34
） 

前
掲
註
（
21
）
長
節
子
著
書
（
第
一
部
第
五
章
）
参
照
。

（
35
） 

そ
の
代
表
的
な
研
究
だ
け
取
り
上
げ
る
と
、
前
掲
註
（
３
）・（
22
）
中
村
栄
孝
著

書
、
前
掲
註
（
３
）
田
村
洋
幸
著
書
、
前
掲
註
（
７
）
田
中
健
夫
著
書
（
第
三
・
四

章
）、
同
『
対
外
関
係
と
文
化
交
流
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
、
第
一
部
第

一
章
第
二
節
）、
前
掲
註
（
３
）
長
節
子
著
書
（
第
一
章
）、
同
「
壬
申
・
丁
未
約

条
接
待
停
止
深
処
倭
に
関
す
る
考
察
」（
『
年
報　

朝
鮮
學
』
一
〇
、二
〇
〇
七
年
）、

同
「
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
深
処
倭
武
田
教
実
等
の
復
活
交
渉
」（
『
年
報　

朝

鮮
學
』
一
一
、二
〇
〇
八
年
）、
韓
文
鐘
「
朝
鮮
前
期
倭
人
通
交
統
制
策
と
通
交
違

反
者
の
処
理
」（
韓
日
関
係
史
研
究
論
集
編
纂
委
員
会
編
『
倭
寇
・
偽
使
問
題
と
韓

日
関
係
』
景
仁
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
橋
本
雄
『
中
世
日
本
の
国
際
関
係―

東

ア
ジ
ア
通
交
圏
と
偽
使
問
題―

』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
、
第
四
章
）、
佐

伯
弘
次
『
対
馬
と
海
峡
の
日
本
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
り
、

特
に
長
節
子
は
「
宗
氏
領
国
支
配
と
朝
鮮
関
係
特
殊
権
益
」
で
、
対
馬
は
朝
鮮
通

交
上
、
他
の
地
域
に
は
例
を
見
な
い
破
格
的
な
待
遇
を
朝
鮮
政
府
か
ら
受
け
て
お

り
、
そ
れ
を
宗
氏
は
、
領
国
支
配
に
お
い
て
存
分
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
お
り
〈
前
掲
註
（
34
）
に
同
じ
〉、
荒
木
和
憲
も
長
の
研
究
成
果
を
踏
ま

え
、
宗
氏
の
領
国
支
配
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
（
荒
木
和
憲
『
中
世
対

馬
宗
氏
領
国
と
朝
鮮
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
36
） 

前
掲
註
（
５
）
李
領
論
文
。

（
37
） 

拙
稿
は
、
主
に
三
浦
恒
居
倭
の
違
法
行
為
に
対
す
る
朝
鮮
と
対
馬
の
対
応
を
考
察

す
る
こ
と
で
、「
権
断
権
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
行
使
さ
れ
て
い
た

か
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
対
馬
島
人
に
よ
る
海
賊
事
件
も
取
り
上

げ
て
い
る
（
「
三
浦
恒
居
倭
の
法
的
位
置―

朝
鮮
・
対
馬
の
恒
居
倭
に
対
す
る
『
検

断
権
』
行
使
を
中
心
に―

」『
朝
鮮
学
報
』
二
〇
一
、二
〇
〇
六
年
）。

（
38
） 

例
え
ば
、
成
宗
二
五
年
（
一
四
九
四
）
三
月
に
、
同
年
四
月
二
日
に
全
羅
道
楸
山

島
で
発
生
し
た
貢
船
お
よ
び
商
船
の
掠
奪
事
件
、
成
宗
二
四
年
秋
に
発
生
し
た
薺

浦
恒
居
倭
に
よ
る
「
東
島
漁
場
占
拠
事
件
」
な
ど
に
抗
議
し
、
犯
人
を
捕
ら
え
て

調
査
・
処
罰
し
た
後
、
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
た
め
、
対
馬
敬
差
官
権
柱
を
派

遣
し
て
い
る
（
『
成
宗
実
録
』
二
五
年
三
月
乙
卯
〈
二
六
日
〉
条
）。
前
掲
註
（
21
）

中
村
栄
孝
著
書
（
六
五
七
〜
六
六
五
頁
）、
関
周
一
『
中
世
日
朝
海
域
史
の
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
七
頁
）、
拙
稿
「
朝
鮮
三
浦
恒
居
倭
の
刷
還
に
関

す
る
考
察
」『
朝
鮮
学
報
』
一
九
五
、二
〇
〇
五
年
・
前
掲
註
（
37
）
拙
稿
。

（
39
） 
僉
知
中
枢
院
事
卞
孝
文
を
正
使
、
上
護
軍
尹
仁
甫
を
副
使
と
す
る
通
信
使
一
行

が
、
世
宗
二
五
（
一
四
四
三
）
二
月
二
一
日
に
ソ
ウ
ル
を
出
発
し
て
、
同
年
一
〇
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月
一
三
日
に
慶
尚
道
の
玉
浦
に
戻
っ
て
報
告
し
て
い
る
（
『
世
宗
実
録
』
二
五
年

〈
一
四
四
三
〉
二
月
丁
未
〈
二
一
日
〉・
同
一
〇
月
甲
午
〈
一
三
日
〉
条
）。

（
40
） 
九
州
の
北
西
方
、
福
岡
県
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
海
域
で
あ
り
、
一
般
的
な
範
囲
は
、

東
は
大
島
か
ら
地
の
島
の
間
の
倉
良
瀬
戸
で
響
灘
に
接
し
、
北
は
日
本
海
（
東
海
）

に
連
な
り
、
北
西
は
対
馬
海
峡
東
水
道
、
南
西
は
壱
岐
水
道
を
経
て
東
シ
ナ
海
に

続
く
海
域
を
指
す
（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

四
〇　

福
岡
県
』
五
三
五
頁
、「
玄

界
灘
」
項
）。

（
41
） 

『
成
宗
実
録
』
一
〇
年
（
一
四
七
九
）
正
月
丙
子
（
一
九
日
）・
同
丁
丑
（
二
〇
日
）・

同
年
二
月
辛
卯
（
四
日
）
条
な
ど
に
通
信
使
派
遣
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
。

（
42
） 

伊
藤
幸
司
「
大
内
教
弘
・
政
弘
と
東
ア
ジ
ア
」（
『
九
州
大
学
』
一
六
一
、二
〇
一
二
年
）

に
依
る
。

（
43
） 

『
増
補 

史
料
大
成 

37
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）
所
収
『
康
富
記
』
嘉
吉
三

年
（
一
四
四
三
）
五
月
六
日
庚
申
・
六
月
一
九
日
癸
卯
条
。

（
44
） 

『
世
宗
実
録
』
二
五
年
（
一
四
四
三
）
二
月
丁
未
（
二
一
日
）
条
。

（
45
） 

『
世
祖
実
録
』
一
三
年
（
一
四
六
七
）
三
月
壬
辰
（
二
七
日
）
条
に
よ
れ
ば
、
昭
格

署
令
朴
時
衡
が
誹
謗
の
罪
に
問
わ
れ
、
義
禁
府
に
監
禁
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
46
） 

応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
足
利
義
満
は
、
子
の
義
持
に
将
軍
職
を
譲
っ
て
出
家

し
て
「
道
義
」
を
名
乗
っ
て
公
家
・
武
家
双
方
に
君
臨
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
の

室
町
幕
府
の
実
権
は
義
満
が
掌
握
し
て
い
た
（
宮
地
正
人
編
『
新
版
世
界
各
国
史

１　

日
本
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
四
〜
二
〇
一
頁
参
照
）。
し
た

が
っ
て
、﹇
史
料
11
﹈
の
大
将
軍
は
足
利
義
満
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
47
） 

『
太
祖
実
録
』
六
年
（
一
三
九
七
）
七
月
甲
戌
（
二
五
日
）
条
。

（
48
） 

『
太
祖
実
録
』
六
年
一
一
月
壬
戌
（
一
四
日
）
条
。

（
49
） 

『
太
祖
実
録
』
六
年
一
二
月
癸
卯
（
二
五
日
）
条
。

（
50
） 

須
田
牧
子
「
大
内
氏
の
対
朝
鮮
関
係
の
変
遷
」（
『
中
世
日
朝
関
係
と
大
内
氏
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
第
一
章
）、
同
「
大
内
氏
の
外
交
と
室
町
政
権
」（
川

岡
勉
・
古
賀
信
幸
編
『
西
国
の
文
化
と
外
交
〈
日
本
中
世
の
西
国
社
会
③
〉
』
清
文

堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
51
） 

『
大
日
本
史
料
』
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
一
〇
月
一
六
日
条
所
収
『
迎
陽
記
』。

前
掲
註
（
50
）
須
田
牧
子
著
書
（
五
八
・
五
九
頁
）
参
照
。

（
52
） 

前
掲
註
（
50
）
須
田
牧
子
著
書
（
五
九
頁
）。

（
53
） 

他
に
も
『
定
宗
実
録
』
元
年
（
一
三
九
九
）
七
月
戊
寅
（
一
〇
日
）・『
端
宗
実
録
』

元
年
（
一
四
五
三
）
六
月
己
酉
（
二
四
日
）
条
に
お
い
て
、
朝
鮮
側
が
大
内
氏
の

功
績
を
論
じ
て
い
る
。

（
54
） 

『
定
宗
実
録
』
元
年
（
一
三
九
九
）
一
一
月
丙
申
（
三
〇
日
）
条
。

（
55
） 

『
定
宗
実
録
』
元
年
一
二
月
丁
酉
（
朔
日
）
条
。

（
56
） 

『
定
宗
実
録
』
二
年
（
一
四
〇
〇
）
正
月
乙
亥
（
一
〇
日
）
条
に
「
豊
海
道
留
船
之

倭
、
将
四
艘
潜
還
其
島
」
と
あ
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
大
韓
民
国
の
『
韓
日
関
係
史
研
究
』
第
四
三
輯
（
二
〇
一
二

年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
を
修
正
・
加
筆
し
、
日
本
語
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。


